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漢字仮名交じりの書
一書道教育における重要性と指導方法について一 
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美術教育専修 (書道) 143604
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( 
はじめに

漢字仮名交じり の書は, 高校書道において漢字や仮名の学習と並べて必修と定められていお

り, “個性豊かな表現'”の尊重を重視している。しかし個性豊かな表現の尊重のために “自由さ”

を求め過ぎて しま う と “遊び” のよ うな存在になって しまい , 逆に “学び” を重視して漢字

や仮名の書の学習のような指導方法をとると個性豊かな表現を尊重することは難しく なる。

「如何にして授業の中に自由を取り入れて , “学び” と “自由” を共存させることが出来る

かどうか」 が, 漢字仮名交じりの書の指導における課題であると私は考える。 この課題を克

服するためにはどのような指導を行う必要があるのだろ うか。 “学び” と “自由” の共存

の課題の克服, そして最終的には “個性豊かな表現” に繁がるよ うな指導を目標と して指

導計画を立て, 実践を行った。

本論では, 漢字仮名交じりの書の指導における問題について考え, 高等学校における実践

の分析考察を踏まえて “個性豊かな表現” に繁がる指導を提案し, 書道教育における重要性

について述へていきたいと思う。 

1 『高等学校学習指導要領』 より , 書道 I I では “個性豊かな表現” の能力の育成を目標と している。 
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第 1 章 書道教育における漢字仮名交じりの書の課題

第 1 節 漢字仮名交じりの書とは

漢字仮名交じりの書とは, 短歌や俳句・ 詩 ・ 言葉 ・ 歌詞などの漢字 ・ 平仮名 ・ カタカナが

交じった文章を題材と した書のこ と を指す。 近年ではローマ宇や算用数字が含まれる作品

も珍しいものではなく , 書かれる文字が漢字と仮名だけではないこ とから , 書道においては

主に 『調和体』 や 『新和様』 『近代詩文書』, 書道教育においては 『漢字仮名交じりの書』 と

いう呼称が用いられている。漢字仮名交じりの書は定義が曖昧な部分があるため, 何年に誕

生したのかとい う厳密なこ とは定かではないが, おおよそ大正末から昭和にかけて取り組

まれ始めた。 そして終戦後 , 急激に欧米文化が流れ込み, 書道界の中にも美術的な思想が芽

生えたことにより , 漢字仮名交じりの書を含むいわゆる “現代書” (漢字仮名交じりの書 ・ 

前衛書 ・ 少宇数) の運動が盛んになったのではないかと考えられている。

この漢字仮名交じりの書が, 学習指導要領の改訂により高校の芸術科書道に単元と して

加えられたのは平成元年のことである。暫定期間を経て, 平成六年度からは全面的に授業に

取り入れられるよ うになった。漢字仮名交じりの書は書写能力より も自己表現・ 創造性を重

視した単元であり , 漢字の書や仮名の書の単元と比較して , より “個性豊かな表現” へとつ

ながる指導が可能な単元である。 また, 「書道は整った美しい字を書かなければならない」

とい う概念をもつ高校生の “書道への見方” を変える良い足掛かり となるこ とが期待できる

ほか, 自由に読み書きできる身近で親しみやすい題材を扱うことから , 生活に即して書表現

を楽しむこと も期待できる。

次に, 漢字仮名交じりの書の重要性と指導の課題について改めて考えるきつかけとなっ

た, 自由画教育について述べていきたい。 本学大学院で実施されている講義内で初めて, 美

術教育の歴史の中に “自由画” “自由画教育運動” とい う ものが存在するとこと を知つた。 

高校書道における漢字仮名交じりの書の在り方を模索していた私は, その “自由” という言

葉に興味を抱き , 今回自由画教育を取り上げることとなった。第 2 節では自由画と漢宇仮名

交じりの書の関連性, そして, そこから発見した漢字仮名交じりの書の指導における課題に

ついて述べてい く ものとする。 

2 
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第 2 節 美術教育における自由画教育運動

1 ) 山本鼎とは

自由画教育運動の前に, まずは山本鼎 (1882- 1946) (図 1 ) 

とい う人物について触れておきたい。 山本鼎は明治 15 年

(1882) 10月 24 日愛知県岡崎市で生まれ, その後束京に移

住。 小学校を卒業したのち浜松町の木版工房で住み込みの弟

子となり , 版画職人と して自立する道を歩み始める。 山本が

16 歳のとき , 父が長野県小県郡神川村大屋 (現上田市) に医

院を開業し, 家族で長野県に移住した。 木版工房で 9 年間の

年限を定めて行う奉公を終えた山本は, 明治 34 年 (1901) , 

東京美術学校西洋画科2 に入学した。 その後フランス留学を経
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図 1 

験し , 帰途にシベリア鉄道を使用, 旅費づく りのため 5 ケ月ロシアに滞在した。 そこで農民

美術と児童画展を見たことが, 後の自由画運動と農民美術運動の大きなヒン ト となったと

される。 帰国後大正 7 年 (1918) には, 日本創作版画協会を設立, 日本画・ 洋画と並ぶべき

版画の独自性を主張するなど今日の創作版画の隆盛をもたらすことに貢献した。 また同年, 

長野県小県郡の神川小学校で 『児童自由画の奨励』 の講演を行ったこと を契機に, 子供に自

由に描かせる自由画教育運動を推進することになった。また, 山本鼎は描きやすい画材の研

究をかさね, ク レパスを考案したこ とでも知られている。 旧来の手本を模写させるだけの美

術教育を批判し, 子供に自由に描かせる必要性を説いた自由画教育運動。農閑期に工芸品を

作り副収入を得ると同時に , 美術的な仕事を通して農民の文化と思想を高めよ うとする農

民美術の運動。 この 2 つの運動によって山本は大正デモクラシーの先駆者の一人と して位

置づけられている。 

2 1887 年創立の美術専門学校。 1952 年に東京芸術大学に包括され, 同美術学部の前身となった。
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2 ) 山本鼎の唱える “自由画”

大正期における “自由画” とは, 写生画や生活画のことを指す。手本を模倣して描く ので

はなく , 実際に自分の目で見たものをそのまま表現するこ と をい う。 なぜ “自由” とい うキ

ワー ドが使用されたのかとい う と , 自由画教育運動以前の美術教育における不白由画, つ

まり模写を最重要とする画に対照してのこ とである。 学校へ通うよ うになった児童の画が

面白く な く なって しま う原因は, 個性的表現が失われて しま う不白由な臨画教育にあると

山本は考えていた。 ここで , 実際の白由画をい く つか紹介しておきたい。 いずれも , 神川小

学校と と もに自由画発祥の学校と見なされている , 飯田市の竜丘小学校の児童生徒の作品

(図 2, 3) 3である。 

図 2 図 3 

(図 2) 1928 年尋常小学校 3 年生女子の生活画である。 蛍がりに出かける絵で, うき うき

した期待感の感 じられる楽しい絵であると と もに, ク レ ヨンの黒で しっかり と輸郭をと

っていて力強く描かれている。

(図 3) 1920年高等学校 2 年生男子の作品であり , 高等学校 2 年生とは今日の中学校 2 年

生に相当する。 水彩絵具を使用 し , コバル ト ブルー を基調と したすがすが しい風

景画である。 

3 ) 自由画教育運動の展開と終息

山本は大正 6 年 (1917) に 『油絵ノ描キカタ』 という著書を出版し, その中で 「小学校の

図画教育4が子どもの素朴さや白然観をこわしている」 とい うこ と を指摘した。 

3 『自由画の黎明 信州 ・ 竜丘小学校作品集』, 久山社, 1993, pp. 14- 78 より引用。

4 絵や図を描く 技法の習熟, 鑑賞力の発展を通じて , 造形感覚 ・ 創造的表現力 ・ 美術情操を養う教育。
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「此書で私は、 諸君を或る法則に導く よ り も、 諸君が或法則から解脱せられん事を要求

して居ます。 それは、諸君が 『自然』 に囚われて居るより もより多く 『教養』 に囚われて

居る事を察するからです。吾々は、小学校でいか 、わしい臨本教育にまづ自然観の清純さ

を穢されはじめ、 だんだんに 『人工』 の趣味に毒せられて、終に自然を観る目が永久に眇

むで しま うのです。 私は諸君が心を常に 『自然』 の沃野に放牧する事によって 『教養』 を

浄化し、 直写の経験を重ねることによって筆々生気を加えられんこと を希望します。」 5 

大正 7 年 (1918) に長野県の神川小学校で, 教員約 20 人を前に 「児童の絵画教育に就て」

とい う講演を行った。 その内容は 「児童の絵画教育を一変させたい。学齢期前の児童の画は

たいてい面白いが, それが学校へ通うよ うになると皆悪く なって しまう。 このことから , 原

因は “臨本教育” にあると感 じている。 その臨本教育を廃し , 自由画の奨励に努めたい。大

人の認識を以て子どもの画に臨むこ とは大きな間違いである。」 とい う ものであった。 そし

て翌年の大正 8 年 (1919) 4 月に神川小学校で児童自由画展覧会が開催され, 9 月には第 2 

回展が開催された。 これが自由画教育運動の初段階であり , その後自由画教育運動は全国的

なものとなっていく 。 また, 山本鼎は学校教育制度外にいて, 学校教育に関しては素人であ

った。 そのため, 自分たちがしているこ とが運動であると捉えてはいたが, 自身の役日は

“問題の所存を知らせること” であると考え, 後に具体的な指導方法の研究がそれぞれの教

員によってなされること を期待していた。それゆえに自由画の主張は, 具体的方法と して十

分でないと図画教育者から批判されるこ と も少なく なかった。 阿部七五三吉6は 「教材全部

が臨画になってはいけないが, 臨画は必要である。 なぜなら , 自然に技巧そのものはないか

らである。 画題選択を子供の自由にしたら , 学校での教師の指導は成り立たない。」 と , 自

由画教育に対して反対の意見を述べていた。

山本鼎は大正 10年 12 月に, それまで彼が雑誌などに発表した論文を集め『自由画教育』

と題して発刊し, その後は自由画教育運動から一応手を引いた状態になった。直接の原因は

日本自由教育協会が運動組織と して機能しなく なってきたためである。 しかし , 山本自身に

おいても , 自由画が運動課題から研究課題の段階へと移行していたのであった。 『芸術自由

教育』 六月号の 「編輯室」 において山本は次のように書いている。 

「吾々は常に無理をしないやうに自戒せねばならぬ。 無理が通ら う とすると実際道理が

5 金子一夫, 『近代日本美術教育の研究 明治 ・ 大正時代』, 中央公論美術出版, 1999 年, p382 より引用。 
6 阿部七五三吉 (1874- 1941) 東京高等師範学校及び付属小学校の図画担当者。 
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引っ込むのである。何等の調査機関を有たない私が、此上現行教育に鋒をむけてゆく とす

ると無理になる。 されば、私は信念を批評の方に向けずに仕事 (ウーウル) の方に顕さ う

と思ふ。例へば、自由画教育なれば、実際に子供を教へて見るとか、手工教育の改善には、

農民美術練習所の研究室に籠もり、 其処での経験をつぶさに世に報告するとかいった風

にである。 一即ち私は私の極く自然な日常生活の報告書其ものをもつて自由教育を詮

明してゆかう と考えた事である。」 7 

山本はこの時点までに, 自身の考えは言い尽く したのであろ うか。 そしてこれから , さらに

思想を厳密な体系に作りあげるのか, 実践を通して美術及び美術教育を解明してい く のか

の岐路に立って , 後者を選択したのである。 実際に , その後自由学園8で講師と して美術を

教え始めていた。 また, 『赤い鳥9』 で自由画の選別をしてその批評を書く とい う , 一種の指

導を行っていた。 大正 11 年には, 自由画についての発表は 『赤い鳥』 における選評以外に

ほとんどなく なったのである。 

第 3 節 自由画と漢字仮名交じりの書

第 2 節第 2 項で述べたように, 大正期における “自由画” とは写生画や生活画のこと を指

し , 臨画するのではなく 実際に自分の日で見たものを自由に表現すること をい う。 しかし現

代では抽象画・ デザイ ン画・ 空想画などさらに自由で創造性に富んだものがあり , 写生画は

むしろ不自由画と呼べる存在になってきている。 高校書道における “自由” と して最も有

力である単元は漢字仮名交じりの書であると私は考えており , 題材をもとにして自由に表

現することが主たる活動である。つまり漢字仮名交じりの書とは, 大正期における自由画と

非常に近い存在なのではないだろ うか。 書道においても前衛書とい う , 美術における抽象

画・ デザイ ン画 ・ 空想画と同じ様なジャンルのものが存在するが, 未だ教育との関わりは無

く , 評価をすることが非常に困難なこ とから , 高校書道の項目には加えられていない。漢字

仮名交じりの書でさえ, 高校書道の項目に加わってまだ三十年も経っておらず, 尚且つ明確

な指導方法も定まっていないこと を考えると当然のこと と言える。

次に同節第 3 項で取り上げた阿部七五三吉の 「自然に技巧そのものはない」 という言葉に

ついて。この言葉を私は「自由に描く だけでは技術は身につかない」 と解釈をした。私自身, 

山本鼎の唱える自由画教育の理念に肯定的な意見を持っているが, この阿部の言葉は書道

7 金子一夫, 『近代日本美術教育の研究 明治 ・ 大正時代』, 中央公論美術出版, 1999 年, p405 より引用。 
8 東京都東久留米市学園町にある学校法人。 大正 10年 (1921) に創立。
9 1918 年から 1936 年まで刊行されていた童話と童謡の児童文芸雑誌。 
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教育においても同じこ とが言えるのではないかと感じた。 漢字仮名交じり の書は “個性豊

かな表現” を重要視しているが, ただただ自由に, 生徒の好きなよ うに書かせて しまっては

書く 力が育たない可能性は大いにある。 「漢字仮名交じりの書の単元は書く力ではなく , あ

く まで書道に親しみを持ち, “個性豊かな表現” を伸ばすことだけを目的と した単元であ

る」 と言って しま うこ とは簡単だが, それでは生徒にとってこの単元は “遊び” のよ うなも

のになってしまう。漢字仮名交じりの書を専門と して研究・ 実践している者と して, また書

道教育に携わる者と して, 漢字と仮名は “書道の勉強” で漢字仮名交じりの書は “遊び” と

い う捉え方はして欲し く ない。私は, 自由と親しみやすさの中で漢字仮名交じりの書につい

て学び, 少しでも書道に興味を抱いて欲しいと考えている。

漢字仮名交じりの書の授業は, 個性豊かな表現の尊重のために自由さを求め過ぎて しま

う と “遊び” のよ うな存在になって しまい , 逆に現行の教科書に記載されている指導のよ う

に古典から文字を集字して作品を書く といった方法で自由さを無く して しま う と個性豊か

な表現を尊重することは難しく なる。古典を学ぶことは非常に重要であるが, 創作において

あく まで古典は手助けする立場であるべきではないだろうか。 「如何にして授業の中に自由

を取り入れて , “学び” と “自由” を共存させるこ とが出来るかどうか」 が, 漢字仮名交じ

りの書の指導における課題であると私は考える。 この課題を克服するためにはどのよ う な

指導を行う必要があるのだろ うか。 “学び” と “自由” の共存の課題の克服, そして最終的

には “個性豊かな表現” に繁がるよ うな指導を目標と して指導計画を立て , 現在書道科の

非常勤講師と して勤務をしている大阪府立長尾高等学校において実践を行った。 

第 2 章 授業実践の分析考察と “個性豊かな表現” に繁がる指導の
提案

第 1 節 長尾高等学校における実践の分析考察

今回の実践は, 長尾高等学校の生徒の実態を踏まえ, 「いかに漢字仮名交じりの書に興味

を持たせるか」 「どのよ うに指導をすれば書作意欲を高めることができるか」 「書道に対して

難しい・ 堅いというイ メージのみをもつ生徒の見方を変える」 という三点を指導の基盤に置

いて学習指導案 (資料 1) ①を作成し, それをもとに実施している。 また, 指導の際に教科

書は使用せず, 作品例や資料などは自身で作成 ・ 収集したものを使用している。 
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1 ) 生徒の実態

対象は書道 I I の授業を選択している第 2 学年の 3 クラス (以降 A クラスB クラス Cクラ

スとする) で, 男子 62名, 女子 52名の計 114名である。 1 クラスにおける実施時間は, 50 

分の授業を 5 回で計 250分である。生徒はこれまで, 1 年時に前任の指導者から九成宮醋泉

名 ・ 蘭亭序 ・ 篆刻 ・ 曹全碑 ・ 漢字仮名交じりの書 ・ 漢字の色紙創作の指導を受け, 2 年生の

1 学期に集王聖教序の臨書 ・ う ちわ創作, 2 学期前半に書譜の臨書 ・ 宛名書きを学習してい

る。 1 年時の漢宇仮名交じりの書は授業時間数の関係で 2 時間だけの実施となり , 深い学習

はできていないようであった。 生徒の実態と して, 2 年生になったこ とにより少し慣れが生

じ , 1 年時より も授業に対して消極的になっている生徒が多く , 試験が無いこと を理由に書

道を選択した生徒が多い。 また, 書作能力の高い生徒は各クラスに数名程度である。 クラス

ごとの実態と しては, Aクラスは比較的落ち着きがあり真面目に授業に取り組む生徒が多い。 

B クラスは全体的に落ち着きがなく授業中の私語や立ち歩きが目立つが, 実技に対する意欲

は低く はない。 c クラスは書道に対する学習意欲が低く , 興味のないものには全く 取り組も

う と しないとい う生徒が多く 見られる。 しかしそれに反して , 他クラスと比べて書作能力の

高い生徒が多い。

2 ) 第 1 時限 一漢字仮名交じりの書について一 (資料 1-2)

1 時限目は漢宇仮名交じりの書の概要について 1 年時に学習したこと を振り返り , 表現方

法によって与える印象が変わるとい うこ と を理解するこ とが目標である。 概要の振り返り

の後, 同じ題材で書風が異なる 3 種類の作品 (図 1, 2, 3 54 X40cm) を掲示し, それぞれの

作品が与える印象について発問と解説を行う。解説だけでなく発問を交えるこ とにより , 生

徒が授業を聞く だけでなく 主体的に学習に取り組むこ とができるのではないかと考えた。 

作品例の題材はONE PIECE'°という漫画の中のセリフである 『海賊王に俺はなる』 で, この

題材を選んだ理由と して, 前述した 「いかに漢字仮名交じりの書に興味を持たせるか」 が大

き く 関わっている。漢字仮名交じりの書の導入である 1 時限目において, 生徒が普段馴染み

のない詩や短歌等を題材と した作品を鑑賞させても , 生徒の実態を考慮すると関心をもつ

可能性は低く , また, 教科書に掲載されている書家の作品を鑑賞させても , 同じ結果になる

と予想した。 そのため, 現代の漫画の中でも知名度が高く , 生徒が関心をもつ可能性の高い

この題材を用いること を決めた。 また, 書道に対して “堅い” というイ メ、ージのみを持つ生

10 『ONE PIECE』 (ワンピース)
漫画家 尾田栄一郎による , 海洋冒険ロマンを題材と した日本の少年漫画。 日本国内に留まらず世界

的な人気を博している。 集英社発行の 『週刊少年ジャンプ』 にて 1997 年より連載をしており , 現在単
行本は 80巻まで刊行, 累計発行部数は 3 億 2000万部を超えギネス記録にも認定されている。 
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徒の意識を変えるこ とができるのではないか, 

る。 

海
成-

に

は

る

と考えたこと も題材選択の理由の 1 つであ

一

-
-
-
る

1つ目の作品を見せた際, 多

数の生徒が反応を示し, 作品に注意を引きつけるこ とが出

来た。 続いて 2 つ目の作品を見せて 「どのよ うな印象を受

けますか ? 」 と発問を行う と , 「弱そう」 「海賊王にはなれな

さそう」 「弱そうやけど何か上品そう」 とい う意見が出た。 

次に 3 つ目の作品を見せて同じよ うに発問を行う と , 「強そ

う」 「絶対海賊王になれると思う」 「“なりたい” って意気込

図 4 図 5 

作品例は 1 つ目はべ一 スとな

るように楷書で (図 4) , 2 つ目

は行書で全体的に線を細く (図

5) , 3 つ日は北魏の楷書を意識

して (図 6) 書作をしており , そ

れぞれ作品の印象が大き く 変わ

るよ うに意識をして書作した。 

海
成

に

-

図 6 

みを感じる」 などの意見が出た。 また 「全部同じだと感じた人はいますか ? 」 と質問を投げ

かけたとこ ろ , 3 クラスと もそう感じた生徒はおらず, 全員 3 つの作品に何かしらの異なる

印象を受けたようであった。書風の解説をする前に, 生徒自身で書風の変化によって作品の

印象が変わるというこ とに気づく こ とが出来たことから , 解説の前に発問を行うこ とは有

効であったと言える。 また, 1 つ目の作品を見せた際に, 生徒の注意を作品に引きつけるこ

とが出来, その後の 2 つの作品まで関心をもたせ続けることが出来たこ とから , 漫画の台詞

を題材と したこと も有効であったと言える。 しかしそれと同時に, 授業内で漫画の台詞を題

材と した作品例を提示することが, 絶対的に有効であるとは言えないというこ と も感じた。 

今回実施した授業では生徒の注意を引きつけることには成功したが, 漫画とい う普段馴染

みのある題材であるが故に , BC クラスでは授業中であるとい う意識が薄れ, 数人の生徒に

多少のざわつきが見られたのである。 漫画の台詞の他に映画の中の台詞や流行曲の歌詞な

ど, 生徒にとって馴染みの深いものを扱うこ とにより興味関心を持たせるこ とは可能であ

るが, その反面生徒の意識が書道から漫画や映画, 曲, それを歌う歌手などに移って しまい , 
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生徒間の雑談が生まれる恐れがある とい う こ と を想定に入れておく 必要がある。

次に, 『風が吹いている』 とい う文章を半紙で 2 種類書

ぃ

c

吹
図 7 

作させる。一方は手本通りに, も う一方は自由作品と して, 

書風や構成など文章以外は基本的に生徒の自由と し, 『風

が吹いている』 とい う文章から自分が思い浮かべる “風”

をそのまま表現して書く よ うに指示をする。手本は模造紙

に楷書で書作したもの (図 7 79 X54cm) を前方の黒板に

貼り , 視力が低く 手本が見えないという生徒を除き , 配布

はしない。 また, 配付をした生徒に対しては, 自由作品に

取り組む際には手本を返却させるようにする。手本を配布

すると , 自由作品を書作する際に無意識のう ちに手本を見

て しまい , 表現の幅が狭まって しまう恐れがあると考え, 

今回はこのよ うな方法をとった。 また, 自由作品ではあく まで “自分の風” を表現すること

を第一の日的と しているため, 漢字や文章の間違いを除いて, 自由作品に対しての指導は行

わないこと と した。自由作品の作品例を掲示 しなかった理由も同じである。 ただ し , 風のイ

メ ージは固まっているがどのように表現すればよいか悩んでいる生徒には, 指導ではなく , 

ア ドバイスの範囲に留めつつ書風や用筆についての助言を行った。

次に, 生徒が書いた作品を何点か取り上げて考察をしていきたい。 ここでは, 手本を見て

書いた作品を a, 自由作品を b と し , b には自分がどのような風をイ メ ージして書いたのか

とい うこと を作品の裏に記入させている。作品 bについて Aクラスは全体的に, B クラスは

半数以上が図 8 図 9 のよ うな 「弱く 書きま した」 「強く 書きま した」 とい う もので , 書作前

に指示をした “自分のイ メージする風” を書いたとい う印象は受けなかった。 これは, 指導

側の指示が不明瞭であったということ も考えられるが, 最大の要因は授業の前半で 3 種類

の作品を見せたこ とにあるのではないかと考えた。 行書で細く 書いた作品と北魏の楷書を

意識 して書いた作品を見せたことにより生徒は, 自由作品では 「弱い」 ものか「強い」 もの, 

10 



( 

( 

図 8 図 9 

どちらかを “選んで” 書かなければならないと考えて しまったのではないだろ うか。 特にA 

クラスは真面目に授業に取り組む生徒が多く , 前半の説明も他クラスに比べて真剣に聞い

ていたため, 他のクラスより も 「弱い」 「強い」 とい うイ メ ージが強く頭に残って しまって

いたのではないかと考えられる。 Cクラスは前半の説明の際あまり集中できていなかったこ

とに加えて , 元々臨書より も創作的な活動 ( う ちわ創作や, 他授業における T シャツペイ ン

トなど) を好む生徒が多いため, AB クラスと比較して自由度の高い作品が多く 見られた。

続いて, 印象的であった作品について取り上げていく 。 Cクラスの生徒八は作品 b (図 11) 

で 「嵐の日の強い風」 を表現した。ほとんどの生徒が書風だけを変えて作品 a と同じ構成で

書作している中, 作品 a (図 10) より も 『風が吹』 を大き く , 線を太く 強調して書いている。 

2 行目の 『いている』 を書く スペースが狭く なり , 強い風で押しのけられているとい う印象

図 10 (生徒ハーa) 図 11 (生徒ハーb) 図 12 (生徒二一b) 

を受ける。 また, 『風』 や 『る』 で渇筆を入れたことでより一層風の強さを感 じるこ とがで

き , 効果的であったと言える。同じく Cクラスの生徒二は, 作品 b (図 12) において同じよ

うに嵐をイ メ ージして書作しているが, 生徒八と比へて全体的に文字の大小の変化が少な

- 11 - 



( 

( 

い。 しかし 『いている』 の部分はより太く , 強い線質で書かれており , 渇筆の線も効果的で

ある。生徒八が強さと勢いを開放的に表現しているのに対して, 生徒二の作品からは内に秘

めた強さ を感 じる。同じイ メ ージを持って書作をしていても , 個々によって表現が異なり , 

与える印象も異なるというこ と を改めて実感した , 2 点であった。

A クラスの生徒ホ (図 13) と生徒へ (図 14) の作品 b は, 共に 「風に吹かれている様子」

をイ メージして書作している。字の角度は互いに異なるが, この構成で書作していたのは全

、,l,
、

, 

、 , 、

、
1 、

、 l 、

図 16 (生徒へ) 

クラス中この 2 名のみであり , また非凡な作品の少ない A クラスの中では印象に残る 2 点

である。 生徒ホは字を右回りで, 生徒へは左回りで傾けている。字が全体的に整っていて技

術的には生徒ホの方が上ではあるが, 作品を見ていて , より “風に吹かれている” と感じた

のは生徒への作品の方であった。何故そう感じるのか疑問に思い , 一度両方の作品を 1 文字

ずつバラバラに して傾きを直してみると , その理由が判明した。 傾き を直した時, 生徒ホ

(図 15) の方は 『風』 のそりの部分が少し長いが, 作品全体と しての違和感は感じなかっ

た。 しかし, 生徒へ (図 16) の作品は 『吹』 を除く全ての文字がアンバランスで, 傾きを直

しても作品全体が傾いているように感 じた。生徒への方がより “風が吹いている” と感 じた

のは, 字の角度だけでなく , 字の造形自体を変化させていることが大きな要因であったので

ある。 生徒へが字形を意図的に変えているのか, 無意識なのかは分からないが, “整った宇”

の概念にと らわれず自由に書作しているとい うこと を感じた。 も う 1 人, 生徒へよりも “整

った字” の概念にと らわれずに書作していた生徒がいる。 生徒ト (図 17) は 「ビューンと

- 12 
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吹いている風」 をイ メージして書作しているが, 『風』 とい う宇で他の生徒には見られなか

った独自の書き方をしている。書風は自由と したが, この 『風』 では間違い宇となって しま

うため, 机間巡視の際に気づいて指導するべきであった。 しかし漢字仮名交じりの書の学習

では, “個性豊かな表現” を重要視しているため, 字が間違っていることの指摘だけで終わ

るのではなく , 主体的に自分の書を表現しよ う と したこ と を評価する必要があるのではな

いだろうか。

1 時限目の考察において発見した授業の改善点は, 3 種類の作品を鑑賞させるタイ ミ ング

である。 自由作品を書作する前に作品を見せて説明を行ったため, 「弱い」 「強い」 を選ばな

ければならないと考えて しまった生徒が多く 見られたことから , 3 種類の作品を見せるのは

自由作品書作の後にする方が良いのではないかと考えた。 授業の流れと しては, 漢字仮名交

じりの書について説明→『風が吹いている』の書作→3 種類の作品鑑賞・ 表現方法の説明で, 

このように実際に一度書作してみてから作品を鑑賞することによって, 生徒も “表現方法に

よって印象が変わる” “こ うい う雰囲気にしたいときはこの表現方法をするとよいのか” と

表現方法についてより深く , 納得して学ぶこ とが出来るのではないだろ うか。 また , 今回

『風が吹いている』 の作品の 1 つを自由作品にしたのは, 前述した書道に対 して堅いとい う

イ メージをもつ生徒の意識を少しでも変えるこ とが出来たら , という考えからであった。生

図 17 (生徒ト ーb) 徒が書作している様子を観察していると , 普段はつまらな

いという表情をしながら書作している生徒も , 自身の自由

作品を周囲と見せ合うなどして, 楽しそうに取り組んでいるよ うに見えた。その様子から , 

今回の指導方法が多少なりと も有効なものであるとい うこ と を実感することが出来た。 

3 ) 第2 時限 一 “書き分け” を学ぶ一 (資料 1-3)

2 時限目は, 前時の作品例の鑑賞で学習した表現方法の違いとその効果について実践を通

して理解を深めること , 3 種類の書風に挑戦し “書き分け” を学ぶこ とが目標である。最初

に前時の 『海賊王に俺はなる』 と同じ書風で書作した 3 種類の手本 (図 18, 19, 20) を配
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布する。 題材は, 前時で漫画の台詞を使用したことにより雑談が生まれたことから , 生徒に

認知されていて尚且つ漫画ほどの馴染みが無いと予想して , ウイリアム・ ス ミ ス ・ ク ラーク

の 『少年よ、 大志を抱け』 という言葉を選択した。

書作させる前に, 3 種類の書風の特徴についての振り返りを行い, 筆法について前時より も

詳細な説明を行う。 特に 3 つ目の北魏の楷書をベースにした作品 (図 20) は書いたことが

無い生徒がほとんどであるため, 起筆の角度や収筆の筆遺いについて細かく 説明をする。本

時では, 上手く書く こ とより も “書き分ける” こ と を第一の目標と していることから , どの

よ うな筆遣いをすればベースとなる作品との差が生まれるかというこ と を しっかり と指導

する必要がある。 ただし , あく まで “書き分け” が目標であるので, 筆遣いが完璧でなく と

も , それぞれの作品の雰囲気を変えるこ とが出来ているとい う こ と を最も重要であると し

ている。 また, 生徒は小筆を所持していないため落款も大筆で書かなければならず, 普段落

款で名前以外を書く こ とが無く 慣れていないこと を考慮し , 今回の指導では落款は名前の

みでも可と した。 指導のメイ ンは “書き分け” であり , 50 分という短い時間内で指導出来

少
年患

を

。可
一:)

( ,)

二
「一1

一

、

 

図 20

る内容が限られているということ も理由の 1 つである。

次に, 生徒作品の中から数点取り上げ, 3 項目に分類して考察をしていきたい。 

11 ウイリアム ・ スミ ス ・ クラーク (1826- 1886) ・

「少年よ、 大志を抱け」 で有名な, アメ リ カ合衆国の教育者。 化学、 植物学、 動物学の教師であり農学
教育のリーダー。 北海道開拓の父と言われており , 日本ではクラーク博士の愛称で知られている
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< ①筆遣いが上手く , 書き分けが出来ている> 
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< ②書き分けが出来ている> 
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(生徒ヌ) (生徒ル) 

図 23- 1 

図 23-2 

図 23- 3 

①② 図 24- 1 

図 24-3 

は書き分けが出来でいる作品である。 ①の生徒チは 『少年よ』 の中心がずれており , 生徒り

は全体的に文字が小ぶりではあるが, どちらも上手く 書き分けが出来ていて , 作品と して纏

まっている。生徒りの 3 作品日は, も う少し全体的に鋭い線で書作することが出来れば, よ

り他の 2 作品と雰囲気を変えることが出来たのではないかと感じた。②の生徒ヌ , 生徒ルの

作品は全体的な纏まりはないが, 書き分けは出来ており 3 つの作品の雰囲気を変えること

が出来ている。 
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< ③ほとんど書き分けが出来ていない>

(生徒ヲ ) 

図 25- 1 
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図 26- 3 

③の生徒ヲ と生徒ワは, ②の生徒より も作品と しての纏まりはあるが書き分けが出来て

いない。 全生徒のおよそ半数が, ③に該当していた。 “書き分ける” こ と を学び易く するた

め今回のように短時間で 3 種類の書風で書く授業展開を行ったが, この結果と , 授業中の生

徒の反応から , 生徒にとって 3 つのことを同じ時間内にすることは困難であるとい うこ と

がわかった。元々書道が得意であったり , 書道が好きな生徒は楽しんで書作している様子で
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あったが, 書道に対して苦手意識のある生徒にとっては 「3 種類 “も” 書かなければならな

い」 と苦痛であったようである。 また, 途中で飽きて しま う生徒が多いため, 3 種類課題が

あれば最後まで飽きずに書作するこ とができるのではないかという希望もあったが, その

効果があったのは少数の生徒のみであった。 改善方法と しては, 1 回の授業につき 1 つの書

風を学習し, 書き分けの授業を 3 回に分けるという ものであるが, この場合漢宇仮名交じり

の書の単元の合計の授業時間数を大幅に増やすこ とになって しまい , 実施校の現状と して

は難しい。 また, 3 回の授業に分けるこ とによってそれぞれの書風についてより深く 学ぶこ

とが可能であるが, “書き分け” の能力がつく かどうかはわからない。 授業を実施する高校

の生徒の実態によって判断する必要がある。今回の実施校では, 前時で学習した内容がきち

んと身についているとい う生徒はごく 僅かであり , 何を学習したのか余り覚えていないと

いう生徒が多い。 そのため, 3 時間に分けて書風の学習を行っても , その後の授業で実際に

それぞれの書風で書き分けることができる生徒は少ないとい うこ とが予想できる。また, 今

回の第 2 時限目では, 様々な書風について深く 学び身に付けるこ とは目標と しておらず,

“書き分け” の能力を養うこ と を第一 と している。以上のことを踏まえて, 再度授業の改善

策について熟考していかなければならない。 

本時では作品提出の後 10分程度の時間をと り , 次回までに創作の題材を各自考えてく る

よ うに伝えた。 また, 題材についての決まり を黒板に板書し , 忘れて しま うこ とが無いよ う

にノー トに書いておく よ うに指示をした。 題材についての決まりは以下の 5 点である。 

① 漢字と仮名 (ひらがな又はカタカナ) が最低でも一文字ずつは含まれている

② 文字数は 5 文字以上 20文字以内

③ 詩集, ことわざ, 漫画, 歌詞など出典は自由とする (自作の言葉でも良い)

④ 題材は基本的に自由とするが, 人を傷つける言葉や差別的な内容のものは避ける

⑤ 授業中の携帯電話を使用は禁止されているため, パソコンや携帯電話で調べた場合

は必ずノー トや紙にメモをして く る

⑤については, メ モ等を忘れて携帯電話を使用したいとい う生徒が出ることが大いに予想

されるため, 特に注意をするよ うに促した。 

18 
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4 ) 第 3 時限 一創作活動 1 - (資料 1 -4)

3 時限目からは半紙サイズの作品の創作活動に入る。創作活動では生徒によって進度が異

なることが予想され, クラス全員が同じよ うに作業を進めるこ とは困難であるため, 初めに

創作の手順について説明し , その内容を黒板に板書をする。 板書をした理由は, 次の作業が

わからなく なった生徒が黒板を見ることによって次の作業を把握し , 指導者が何度も個別

に説明する手間を省く ためである。 創作の手順は, 以下の通りである。 

① 題材を決定し, ワークシー トに記入する

② なぜその題材を選んだのか, 理由をワークシー トに記入する

③ 作品をどのよ うな雰囲気にしたいか考え, ワークシー トに記入する

④ 字書を用いて集字する (漢字のみ)

⑤ 草稿を書く (構成 ・ 文字の大小 ・ 文字の配置など)

⑥ 草稿をもとに半紙で練習する

⑦ 清書をする

本時では, ワークシート (図 27) をベースと して創作活動を行う。 

a字仮名交
、
じりの書 

く革 > 

く題材>
r --・一・一 --・一・一・一・一・一・一 '-・一 '- ' - l 

l 
l 

( ) の ・ ・言葉・句 ・ うた l 
一 一・一・一・一・一・一・一 一・一・_ ・一 _ ・_ ・一

1 . なぜこの題材を選びましたか?

[ '1
2 . 作品をどのような 翻気にしたいですか '?

[ ] 
3 . 工表した点, 普勢した点, 良か-a t=と思う点を書きましよう。 

] 
図 27 

- lg - 
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平均的な進度の生徒で創作の手順④, 進度の早い生徒で手順⑤まで終えること を想定して

実施を行う ものとする。

手順①については, 前時の授業終了前に 「次回までに創作の題材を考えてく るこ と」 を指

示したが, 題材が見つからなかった, または考えてきていない生徒がいるこ と を想定して , 

指導者がい く つか題材をピツクア ツプ しプリ ン トに して準備 しておく 。 その内容は偉人の

名言やこ とわざ, 俳句, 漫画の台詞など, 可能な限りバラエテイに富んだものになるよ うに

心がけた。 しかし , 自分で言葉を選ぶ, または考えること も大切であり , 最初からプリ ン ト

を与えて しま う と生徒の考える力が育たないため, プリ ン トの配付は創作活動開始から 5 分

以上経過した後に希望者にだけ行うよ うにする。また, 手順①について説明する際に落款の

書き方にも触れておく 。 (例一詩→ 0 0 の詩, 名言 ・ 台詞→ 0 0 の言葉, 歌詞→ 0 0 の詞)

手順④については, 1 学期のうちわ創作の際に集字の方法, 集宇プリ ントの記入方法の両

方を学んでいるため, 全く 覚えていない生徒が多い場合を除き説明は省略する。 集字のポイ

ン トは, 自身が表現したい雰囲気に近い字を選ぶこ と , 可能な限り漢字の書風は揃えるこ

と , 集宇プリ ン トに記入する際に一本線で書く のではなく字典の通りに肉付けをすること , 

以上の 3 点と している。 生徒が使用する字典は 『五體宇類'2』 であるが, 字が載っていない

場合のみ 『角川書道字典'3』 を貸し出すこととする。 今回の授業計画を組む際に, 集字をさ

せるかどうかという点については非常に悩んだ。 1 学期のうちわ創作で , 「集字の作業が面

倒く さい」 と嫌がった生徒が多く , もっ と自由に書きたいと言っていた生徒も少なく なかつ

たためである。 う ちわ創作の時と同様で創作活動に取り組む意欲が低下して しま うのでは

ないか, 古典の字を集字することによって “個性豊かな表現” が失われてしまうのではない

か, と考えた。 しかし生徒の書作能力や学習意欲に関する現状を考えると , 集字を全くせず

書風は自由, 題材も構成も全て自由と した場合, この創作活動が “遊び” のように捉えられ

て しまう恐れがある。漢宇仮名交じりの書の学習を通して, 書道= 堅いとい うイ メ ージを持

つ生徒の見方を変えるとい う こ と を目標と しているが, 授業が遊びになって しまっては意

味がない。第 1 節第 3 章で述べたように, 漢字仮名交じりの書の単元では 「自由と親しみの

中で書道について学び, 少しでも興味を持って欲しい」 と考えている。 この考えと , 生徒の

現状を考慮して, 今回の実践では文字を集字させること を決めた。 また, 集字を漢字のみと

した理由は, 授業時間数が限られているこ とと , すべての文字を集字させると必ず作業に飽

きて嫌になる生徒がいると予想したからである。

手順⑤について, 構成は書き手以外の人が“読める” こ と を条件に基本的には自由とする。 

12 

13 
『五體字類』 / 西東書房 第 3 版
『角川書道字典』 / 角川書店 第 219版
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しかし資料が何も無い状態では, 生徒もアイデアが浮かびにく いのではないかと考え, 本時

用に制作した作品 6 点 (図 28~ 33) と , 以前制作した折帖作品 (図 34) の計 7 点を掲示 ・ 

展示するこ と とする。 作品はいずれも半紙サイズである。 生徒は普段の授業で , 表装された

作品を実際に目にするとい うこ とが無く , 教科書に掲載されているものや手本, 他クラスの

生徒が制作した作品など, 表装のされていないものしか見るこ とが出来ていない。 そのた

め, 表装された作品を見るこ とは生徒にとって良い刺激になり , 書作に対するモチベーシ ョ

ンを向上させるこ とが出来るのではないかと考えた。 特に図 34 のような折帖の作品は, 授

業外の日常生活でも目にする機会が減多に無いため, より一層の効果が期待出来る。また, 

題材や構成, 書風なども出来るだけバラエティ ーに富んだものになるよ うに心がけ , 生徒の

表現の幅や考えが少しでも広がるよ うにと考えて書作した。 

図 28 
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図 33 

図 34 

次に, 授業の考察に移る。 手順①の段階で , A クラスは比較的どの生徒も題材を考えてき

ていて , 手順④まですんなり と進めていた。 全体的に進度が速く , 本時終了の段階で過半数

の生徒が手順⑤に取り組み始めており , 全体の 2 割の生徒が手順⑤を終えている状態であ

った。 B クラスと C クラスは半数以上の生徒が題材を考えてきていなかったため, 題材のプ

リ ン ト を配付した。 これにより , 題材を探したが決めてく るこ とが出来なかった生徒が 「こ

の中に漫画の台詞があるけど, 映画とかドラマの台詞でも良い ? 」 と聞いてきたり , 「もっ

と真面目な言葉じやないとあかんと思ってたから , プリ ン ト見てみてよかった」 と言ってい

たりと , 題材のプリ ントが悩んでいた生徒の題材決定に有効的に働いたようであった。 Cク

ラスは 1 時限目の考察で述べたように創作的な活動を好む生徒が多いことから , 題材は考

えてきていない生徒は多かったが, 配付したプリ ン ト を活用して積極的に題材を選んでい

た。そのため, 本時終了の際には数名を除いてほとんどの生徒が手順④まで終えるこ とが出

来ていた。 しかし B クラスでは, 「題材は絶対に自分で考えたい」 とプリ ン ト を受け取らな

い生徒がいたり , 危惧していた通り 「題材は選んだけど, 忘れたから携帯で調べたい」 と言

う生徒がいるなどして, 題材が全く 決まらなかったため, 本時終了まで一切作業が進まなか
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った生徒が 10名程度いた。 B クラスは普段の授業でも私語や立ち歩きなどにより授業の進

度が遅く , 筆を用いた実技以外に対する学習意欲が低い生徒が多いため, 今回のような題材

決めは, 前時終了時ではなく もっ と以前から何回かに渡って声をかけておく 、べきであった

と感 じた。

手順④の集字では, 作品をどのよ うな雰囲気にしたいか明確な考えを持っていても , 見慣

れた書体である楷書, 中でも九成宮禮泉銘や孔子廟堂碑などのべ一 シックなものを選ぶ生

徒が多く , 特に書道が苦手な生徒はこの傾向にあった。 ワークシー トに 「流れるよ うな雰囲

気にしたい」 「柔らかい雰囲気で」 と書いていても , 集字はガツチリ と した楷書を選んでい

て , その理由は 「行書は難しそうだから」 とい う ものがほとんどであった。 その場合は, 楷

書の中でも少 し丸みを帯びたものを選ぶよ うに提案するなどして , 可能な限り生徒が表現

したい雰囲気に近づく よ うに指導を行った。 しかし , 集字をさせるとい うこ と を決めた段階

で , 生徒の選択肢を広げるためにも様々な書風の古典を鑑賞させて , 書風を選ぶ “頭” が柔

軟になるよ うに努めるべきであった。

続いて , 手順⑤に進んだ生徒について。 草稿を書く 際, 明確な構成を考えてきていなかっ

た生徒は教室前方の黒板や机に掲示・ 展示した作品例を参考と していて, 草稿の段階で悩ん

でいる生徒は比較的少ないと感じた。 構成を考えてきていた生徒も作品例を見たこ とによ

って , 自身の構成を見直す良い機会となったよ うである。 また, 創作活動に対して意欲的で

はなかった生徒も , 作品例を見て 「この言葉の人知つてる ! 」 「こんな風 (折帖) にしてる

のカ ツコイイな」 と興味を持ち, そこでやっと題材のプリ ント を受け取る, または自分で題

材を考え始めるなどして, 自ら創作活動に取り組み始めることが出来ていた。以上のことか

ら , 作品例の掲示は非常に有効であったと言える。 

5 ) 第 4 時限 一創作活動 2 - (資料 1 -5)

4 時限目は, 引き続き創作活動を進めていく 。 前時同様, 前方の黒板に創作の手順を板書

し , 構成を考える際の参考となるよ うに作品例を掲示 ・ 展示 しておく 。次の時間が漢字仮名

交じりの書の単元の最終であり , 作品を仕上げなければならないため, すべての生徒が本時

の間に手順⑥ (草稿をもとにした練習) に入るこ とが望ましい。手順⑤の草稿を書き終えた

生徒のワークシー ト を点検し , 記入すべき項目や草稿の書き方, 落款などの部分に不備があ

るもの, あまりに乱雑に書いているものがあれば指摘して訂正させる。ワークシートに問題

の無い生徒にはそのまま草稿をもとに書作を開始するよ う指示をするが, 生徒によって書

作に取り組み始める時間が異なるため, 使用する半紙は枚数を決めず必要な分を自由に取

るよ うにする。一度草稿通りに書作してみて , 想像していたものと異なっていたり , 他の構

成が思い浮かんだ場合はそちらも試してみるよ うに指示をする必要がある。 一つの表現に
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固執するのではなく 様々な表現に取り組み, 自身が表現したいものにより一層近づけるこ

とが大切である。一度書作をして見せに来た生徒には, 作品をどのよ うな雰囲気にしたいか

などの生徒の意向を確認してから指導を行わなければならない。その際, 極力 “添削” では

なく , 「こ うい う表現があるよ」 「文字の大きさを~ にしてみたらどうかな」 など, “提案”

とい う形をと るこ とが望ま しい。こ うするべきである , と指導する側の意見を押し付けるだ

けでは, 生徒の “個性豊かな表現” の育成は望めない。

次に, 授業の考察に移る。 前時では, 作品例を掲示したことは生徒が構成を考える上で非

( 

( 

<革稿> 

'
I

'

_;_ 
図 35 図 36 

常に有効的であったと考察した。 しかし , 点検の際に実際に生徒のワークシー トに書かれて

いる草稿を見てみると , 図 35 図 36 のような字配りや字の大小に変化の無い行書きの作品

が多いと感じた。

このよ うなベーシックな行書きの作品が多く なった原因は, 構成に関する説明が不十分で

あったことにあるのではないかと推察した。授業時間が限られているため, 作品例の構成に

ついて一つ一つ説明の時間をとることは出来ず, 自ら質問に来た生徒にのみ詳細な説明を

行った。そのため, 作品例のよ うな構成に興味はあってもどのよ うに書けば良いのか分から

ずに “難 しそう” と感 じて しまい , わざわざ聞きに行ってまで したいとは思わない生徒が, 

結果と して無難な行書きを選択したという可能性がある。勿論, 生徒が望んで行書きを選択

しているのであれば問題は無いが, “選択できなかった” とい う可能性がゼロでは無い以上, 

授業内での作品例の活用方法について一考する必要があると感じた。 授業時間数を変えな

いことを前提と して, 作品例とその構成についての解説を載せたプリント を作成, 配布する

とい う方法を改善策と して提案したい。この方法をと るこ とによって生徒が, わざわざ質問

をしなく ても自分自身でその構成について理解することができ , 行書き以外の構成にも積

極的に挑戦することが出来るのではないだろうか。 
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6 ) 第 5 時限 一創作活動 3 - (資料 1 -6)

5 時限目は作品の清書と , 授業終了時に漢字仮名交じりの書に関するアンケート (資料 2) 

を実施する。前時で提出した作品とワークシー ト をもとに書作した参考作品を, それぞれの

生徒に配付する。 参考作品は, 漢字は基本的に生徒が集字したものを使用, 構成も提出作品

とワークシー トの通りに し , 生徒が作品をどのよ うな雰囲気にしたいかとい う こ と と落款

の入れ方に重点を置いて書作している。 参考作品は手本ではないため, 必ずその通りに書か

なければならないとい う こ とはなく , あく まで一つの作例と して捉えるよ うに伝える必要

がある。 また前時と同様に, どのよ うな作品にしたいかとい う生徒の意思を確認・ 尊重しつ

つ指導を行うよ うに気をつける。

続いて, 参考作品を渡したことによる作品の変化が顕著であった 4 名の生徒作品を取り

上げて, 第 4 時限と本時の清書作品の変化に焦点を当てて考察をしていきたい。 ここでは前

時の提出作品を a, 清書作品を b とする。 

(生徒カ) 

図 37 (a) 

g

'
i
p 

図 38 (参考作品) 

あ
i り、

、 、

「 三
二

図 39 (b) 
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生徒力は 『ありがと う君に逢えてよかった』 とい う歌詞を 「優しい雰囲気にしたい」 と考

え, 漢字は行書体の物を集字している。 作品 a (図 37) では全体的に力強く , ひらがなも楷

書の雰囲気で堅く 書かれていたため, 参考作品 (図 38) では漢字に柔らかさを出し, ひら

がなも少し行書風に書く よ うにした。また, 生徒力は普段から字が紙面に対して大き く なり

がちであるため, あえて参考作品の字粒は小さ く している。作品 b (図 39) を見てみると ,

『逢』 の偏と旁のバランスが気になるが, 字は全体的に柔らかい雰囲気になっていて, 落款

が作品 a より も収まりがいい。 しかし , 作品全体と しては作品 a より も寂しい雰囲気にな

っているように感じるため, 参考作品のひらがなの線をも う少し太く 書いていれば, より生

徒の求める “優しい” 雰囲気に近づけることが出来たのではないだろうか。 

(生徒ヨ) 

力一 優 、

v ' _ 
図 40 (a) 
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'

図 41 (参考作品) 
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図 42 (b)

生徒ヨは 『悲 しみを優しさに自分ら しさ を力に』 とい う歌詞を 「漢字とひらがなの強弱を

つけて書きたい」 と考えており , また 『自分ら しさを力に』 という部分を特に強調して書こ

うと している。作品 a (図 40) の前半部分は漢宇をひらがなよりも大き く書く ことで, 強弱

の差を上手く 表現することが出来ている。 しかし, 後半の 『自分ら しさ を力に』 の部分が前
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半とほとんど変わらない大きさで書かれているため, 参考作品 (図 41) では『自分』 と 『力』

を特に強調して書く よ うにした。 その結果, 作品 b (図 42) では漢字とひらがなの強弱をつ

けて, 後半部分を強調して書く こ とができていることから , 参考作品が生徒の書作に有効的

(生徒タ) 

図 43 (a) 図 44 (参考作品) 

図 45 (b)

に働いていると感じた。

生徒タは 『笑顔のまんま』 という歌詞を 「あかるい雰囲気にしたい」 と考えて書作してい

る。 このよ うな構成で書いている生徒は他にはおらず, 印象に残っている作品の 1 つであ

る。作品 a (図 43) では漢字の集字をした際に字典では細部まで分からなかったのか, 『顔』

の頁 (おおがい) の部分を書き間違えてしまっていたため, 参考作品 (図 44) では正しい
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字に直している。 また, 漢字の位置と比べて 『のまんま』 の小書きの部分が外側に寄ってい

て , 作品と してのまとまり を薄く して しまっているよ うに感じたことから , 参考作品では少

し内側に寄せてひらがなの字形も丸みを帯びたものにしている。 しかし , 作品 b (図 45) で

は 『のまんま』 の位置や 『顔』 の誤字が直ってまとまりが出たが, 全体的に文字が小さ く な

り , 作品 aにあった自由奔放な雰囲気が失われているよ うに感じる。字形や作品のまとまり

とい う点では作品 bの方が評価を高く つけるこ とが出来るが, 客観的に見て , 生徒タが表現

したいと考えていた “あかるい雰囲気” を持っているのは作品 aの方ではないだろ うか。参

考作品や手本を渡すこ とによって作品が向上する場合もあるが, それと同時に, 生徒の “個

(生徒レ) 

:善ま の

中の力 3 

図 46 (a) 

。 

図 47 (参考作品) 

の

,

住 

、

重
・. 

苦
中

図 48 (b)

性” を奪って しまう可能性があるというこ と を痛感させられた。

生徒レは 『苦難の中の力』 という言葉を 「内に秘めた力強さを表現したい」 と考え, 楷書

で書作している。作品 a (図 46) は全体的に線が細く , 漢字も集字したものより弱く間延び

した雰囲気で書かれていたため, 参考作品 (図 47) では作品 a より も線を太く , 直線的に

書き , “内に秘めた” 力強さ を表現するために線質が堅く なり過ぎないよ うに心がけた。 作
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品 b (図 48) では作品 a と比べて 『苦難』 『力』 の線が太く力強く書かれていて, 作品全体

が力強い雰囲気になっている。 線の太細にバラつきがあるため, 『難』 の旁の部分や 『の』

の線をも う少し太く するこ とが出来れば, より自分の望む表現に近づけるこ とができるの

ではないだろ うか。

次に, 紙面構成について分類分けをしながら生徒の作品をいくつか紹介していきたい。 

< 行書き> 

,a
11 ま

図 49 

図 51 

一化イ
が
香
一

。のは

が
歌
う
の
は

風

光
る
の
は

月
、一g

マ
い
くの
は

索
、
の

系

の

か
く

図 50 
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図 52 

第 4 時限で取り上げたような “行書き” は全生徒中最も多かった構成である。 字の大きさ

に変化をつけず, 縦又は横書きで行書きをしている。 このよ うな構成で書いている作品は, 

文章が短く変化がつけ辛いもの, 特に強調して書きたいという箇所がなく 「文章全体を読ん

で欲しい」 と考えているもの, この 2 つのどちらかである場合が多い。 少数ではあるが,

「構成を考えるのが面倒臭い」 と考えている場合 ( ワークシー トの記述や授業中の言動など

から推察) も , ベーシックな行書きの構成で書いているよ うである。 
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< 行書き (意図的な余白) > 
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図 53 

行書きの構成を選択した生徒の中で, 意図して余白を作っている作品もあった。 図 53 

の作品は 「つぶやく よ うに, 自分に言い聞かせるよ うな雰囲気」 で書こ う と している。 上

方と左右に大き く 余白をと り , 文字に変化をつけず淡々と書く こ とによって , つぶやいて

いる様な雰囲気を出すことが出来ていると感じる。 

< 漢字や言葉 (単語) を大き く書く > 

、

る

図 54 

華
i わ / い

f ' 、 り

i iii・; f テ

図 55 

漢字や言葉 (単語) のみを強調して書いている生徒は全体の 2 割ほどいた。 図 54 の作品

のように漢字 1 字を強調して書いている生徒は, 黒板に掲示していた作品例 (図 28) に影

響を受けた可能性がある。 また図 55 の作品のように, 自分が好きな言葉, 素敵だと感じる

言葉を強調して書きたいと考えてこのよ うな構成で書いているとい う場合もある。 
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< その他> 
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図 56 
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図 58 

図 57 

図 56~ 58 の作品は, 他に同じ構成の生徒がいない作品である。 図 56 の作品は, 「努力す

る “才能” を伸ばしたい」 と考えて 『才』 の最終画を極端に伸ばしている。 図 57 の作品は

「馬鹿つぼいけど実はきちんと してる感じ」 を表現したいと考えて, 『馬鹿』 の字を真っ直

ぐに書かず敢えて位置をずら しつつ, 宇自体は行書体で真面目に書いている。 この書き方に

よって作品は, どこか剽軽な雰囲気を出しつつも真面目さは失っていないと感じた。 図 58 

は特に指示や助言をしたとい う こ とはなく , 「笑いも福も丸のイ メージがあるから」 とい う

考えから , 自分自身で円形の構成で書く こ と を決めて実行している。 

今回生徒一人一人の作品を見て , さ らにワークシー トに書かれた作品に対する考えや思

いを知ることによって, 同じよ うな言葉でも生徒それぞれの考えや思い , 感じ方があり , そ

こから生み出される表現は決して同じものにはならない “個性豊かな表現” とい う ものを , 

改めて実感するこ とが出来た。 
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7 ) アンケー ト集計結果

生徒が漢字仮名交じりの書の学習を終えてどのよ うに感 じているのか, 書道に対してど

のよ うなイメ ージを持っているのかとい うこ と を知るために, 第 5 時限の終わりに 『漢字仮

名交じりの書に関するアンケート』 (資料 2) を実施した。 生徒が質問に正直に答えること

が出来るよ うに無記名で行っており , また, 欠席などの関係によりアンケー トの回答を行っ

た人数は合計 106 名である。 尚, アンケートの記述回答の部分については, 生徒が書いた言

葉を校正せずにそのまま明記している。 _
< 1 . 漢字仮名交じり の書はどうでしたか ? > 

0% 

口とても楽しかった

国楽しかった

どちらでもない

楽しく なかった

■ まったく 楽しく なかった_
< 2. 1の回答について楽しかった理由, または楽しく なかった理由を聞かせて く ださい > 

題材 ・ 表現が自由だから楽しかった 

自分で書きたい言葉を決めることができたこと

・ 好きな歌詞を書けたこ と

・ 歌詞やったから , 書く んたのしかった !

・ 自分の好きなこと をかけるから , むずかしかったけど楽しかった

(その結果一) ・ 上手く書けないと , 頑張ろうと思えた

・ 自分で言葉を考えるから 「自分の作品」 って感じがして,

嬉しく て楽しく 書けた

・ 習宇が楽しく感 じた

・ 自分ら しい書が作れて良かった
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好きなよ う に表現できるから楽しかった

雰囲気を自分で考えるのが楽しかった

自分で漢字を, 自分で調べて組みたてていく のが楽しかった

(その結果一) ・ 文字の大き さ , 書き方, 置き方とかを考えて書く こ とができたので ,

自分の実力を知るこ とができてよかった

題材を考える過程が楽しかった 

言葉を調べる時に ' 色々な名言があっておも しろかった 

題材を考える時は楽しかった

漢字だけじやないから楽しかった 

今まで漢字ばつかり だったのでなんか新鮮で楽しかった 

ひらがなが入っていたから楽しかった

・ 全て混ざつてておも しろかった

字が綺麗に書けたから楽しかった

字をきれいに書こ う と頑張ったので, 書いてるときが楽しかった 

きれいに上手に書けた時, 嬉しかったから

・ 字がキレイになってい く ので, うれしい気持ちになる

・ 文字を書いていく内に, 上手になっていく のがわかったから

・ 清書が上手くいつたから楽しかった

その他 (楽しかった) 

・ 他 (漢字の学習) は昔の意味わからん人が書いたのを書く から面白く なかった 

字の正しい書き方や , 字のバランスなどとても勉強になれて楽しかった

・ 書道が好きだから何をするのも楽しい

・ 全体的に分かりやすかったから

・ むずかしかったけど, やりがいがあって楽しかった

・ 先生がお手本を書いてく れて うれしかった ! 考えるのも楽しかった
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楽しく なかった

漢字と仮名があったので, 一文字一文字書く のが難しかった

・ 何回もやりなおすのが大変だった

・ きれいに字が書けなかったのでおも しろく なかった

・ 漢字一つ一つに意識して書く部分があったので面倒だった

→ ( しかし一) 次はこ うい う点を逆におも しろいと思えたらいいなと思った 

ひらがなが苦手だったので, 難しかった

・ 漢字とひらがなのバラ ンスをと るのが嫌だった

・ 字を書く のが好き じやないから

・ 面倒だった, 難しかった
_

< 3 . また 「漢字仮名交じり 文」 を書きたいと思いますか ? > 

口とても思う

国思う

どちらでもない

思わない

I まったく 思わない_
< 4. あなたは書道の中で, どの学習が好きですか? (複数回答可) > 

34 

口漢字

国仮名

篆刻

漢字仮名交じりの書

■ すべて

■ 無回答
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_
< 5. “書道” に対してどのようなイ メージを持つていますか ? > 

予想を立てていた回答

難しい かたく るしい 厳 しい 面倒く さい

・ 伝統的 日本の文化 和

・ 静かな空間 寡黙

・ 美 しい きっ ちり と している

・ 字が綺麗になる, 上手く なる

・ 上手い人はかっこいい

・ 実力主義 結局, 上手な人が良い成績をもらう

・ 見本そっ く り書けたり , 綺麗に書けると嬉しい

・ 芸術的 美 しい

・ 集中して書く 心身を無にする 心をしずめる 精神を整える 

宇の歴史を学んで, 文宇を書く

予想を立ててなかった回答 

様々な個性が出て, そこが面白い

・ 誰でも書けるが, 字の形などで個性が出る

・ 自分 (考え, 感情, 気持ち) を文字で表現する, (書道は) それに適した方法

・ 人の心に強い “印象” を残すこ とができる

・ た く さんの漢字や文宇を書き , 自分だけの作品を作れる

・ 男気がある

・ ただ字を書く だけだと思っていたが, 字の意味を知つているかどうかや, 書き方によっ

て雰囲気が変わる

・ 気持ちを込めやすいもの

・ 心の綺麗さが字に表れる 書く 人の性格があらわれるもの

・ 楽しい

・ 難 しいが, 書く ごとに上手く なるイ メージ

35 



( 

( 

第 2 節 “自由” がもたらす効果について

1 ) 授業考察とアンケー ト結果から分かること

アンケートの集計結果から , 漢字仮名交じりの書の学習を終えて 「とても楽しかった」 「楽

しかった」 と回答している生徒は全体の約 70%であった。 この結果は第 3 時限からの創作

活動において , 題材や表現が自由であったことが大き く 関係している。漢字や仮名の学習の

場合, 臨書が主な活動であり書く 内容も表現の仕方も決められていて, 書かれている, また

は刻されている通りに書かなければならない。 臨書活動の後に創作を行う とい う場合でも , 

漢字の学習では熟語や漢文, 仮名の学習では和歌や俳句が題材であり , ほとんどの高校生に

とって馴染みの深いものではない。果たして , 書道の授業において生徒が “自由” を感じる

機会はあるのだろうか。 また, 扱っている題材も馴染みの深いものではないこ とから , 生徒

の実態にも拠るが, もと もと書道が好きな生徒以外の生徒に “書きたい” と思わせることは

困難であると考える。 尚, 生徒への接し方によって状況は変化するが, 指導者や生徒の実態

によって接し方が様々であるため, こ こでは考慮しないものとする。高校生にとって馴染み

のある現代語で表記された詩や歌詞, 偉人の言葉などを題材と して扱うこ とが出来る漢字

仮名交じりの書は, 高校書道の単元の中で, 生徒の書作能力に関わらず “楽しい” と感 じさ

せる可能性を最も秘めている単元であると私は考えている。 そ して題材を選択する自由, 表

現の方法を選択する自由 , 個々の表現があり自身の感じるままに表現するこ とが出来る自

由, 書道の中に多く の “自由” を感じることが出来る単元でもある。授業中の生徒の反応と

アンケートの回答から , 今回の実践では, 多く の生徒が自由を感じ, 書作能力の高低に関係

なく “書く ” とい うこ と を楽しむことが出来ていたよ うに感じる。

次に, 題材や表現を自由にすることで, 生徒が楽しんで取り組むことができるとい うこ と

の他に , も う一つ大きな効果があるとい うこ とが分かった。題材が自由であると , 好きな詩

や歌詞, 言葉であるからこそ思い入れが強く 「もっ と上手に書きたい」 「もっ と良い作品に

したい」 と , 自然と生徒の中に向上心が芽生えるとい う ものである。 このことは, アンケー

トの記述回答の欄で書かれていた 「上手く 書けないと頑張ろう と思えた」 とい う言葉を読ん

だことにより気がつく こ とが出来た。この言葉を読んだ際, 実際に創作作品で好きな歌手の

歌詞を選んで書いていた生徒のこ と を思い出した。 自分の思った通りに書けず悩んでいる

時, 「大好きな歌だから , こんな下手なままで終わりたく ない。 かっこいい歌だからもっ と

かっこいい作品にしたい」 と言って何度も書き直していた。他にも 「好きな漫画のキャラ ク

ターの台詞だから」 「憧れている選手の言葉だから , 手は抜きたく ない」 「聴く と笑顔になれ

る歌だから , (その歌詞を書いている) この作品もそうい う ものにしたい」 など, 同じよ う

な考えを持って書作している生徒が多く 見られた。与えられた課題や言葉は, 自分が共感 し

ない限りは漠然と したイ メージしか持つことが出来ず, 適当なところで諦めるこ とが可能
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である。 しかし自分で選んだ言葉や歌詞には, 好きであるがゆえに自分の中での明確なイ メ

ジや理想があり , そのよ うな題材を選んだ生徒達はそこに到達するまで諦めるこ とが出

来ない。 その結果と して , 生徒の書作に対する向上心が芽生えたのである。 また, 今回のよ

うに既存の言葉を選ぶのではなく , 自分で “考える” “作る” とい う方法を取り入れた場合

はどうであろ うか。自分の中から生まれた言葉には, より一層の愛着が湧き思い入れが強く

なるのではないだろうかとい うこ と を考えた。加えて , 言葉を “考える” こ とにより国語力

の上昇も期待することができる。 これも改善案の一つと してあげておきたい。 しかし , 最終

的に作品を自分の思った通りに上手く 書く こ とができなかった場合, 思い入れが強い分普

段の書作時より も自身の書作能力に対する落胆が大き く , 結果と して記述回答にある 「きれ

いに字が書けなかったからおも しろく なかった」 とい う考えになってしまっていたことは, 

非常に残念であった。 アンケートの質問 1 で約 70%の生徒が漢字仮名交じりの書を 「とて

も楽しかった」 「楽しかった」 と答えているにも関わらず, また書きたいと思いますか ? と

い う質問 3 に対して 「どちらでもない」 「思わない」 と答えた生徒の割合が増えていたのは, 

これが原因ではないかと推察することが出来る。 これは漢字仮名交じりの書の学習に限っ

たことではないが, 「今回は上手く 書けなかったから , 次の時はもっと頑張ろう」 とい う風

に, “出来なかったこ と を次回の目標にする” とい う こ と を, 生徒が考えるこ との出来る環

境づく りについて一考する必要があると感じた。 今後の課題と して取り組んでいきたい。 

2 ) より発展的な指導の提案

次に, 今回実施した授業を踏まえて, より発展的な指導について提案をしたい。授業時間

の総数は 6 時間で, 2 年時に今回の実践の授業を受けた生徒に対して, 3 年時に実施をする

という想定で指導計画を組んでいる。 今回の実践 (資料 1) を 1 年時に実施した場合は, 2 

年時に以下に述べる発展的な指導を実施することが望ましい。 

< 第 1 時限 一多様な表現について一> (資料3- 1)

第 1 時では, 2 年時に学習した漢字仮名交じりの書について振り返り を行い, 2 年時では

触れていなかった著作権について説明を行う。 2 年時の創作活動では歌詞を書いている生

徒が多かったため, 歌詞の利用や sNSへの投稿などについて触れておく 。 その後, 名筆鑑賞

を行う。 鑑賞させる名筆は, 出来る限り表現方法 (墨の濃さや書風, 構成など) の異なるも

のを 2 点以上準備する。 教科書に掲載されているものだけではなく , 指導者自身が 「面白

い」 「紹介したい」 と感じた作品を用いるこ とで , より深い説明をするこ とが可能である。 

また生徒の状態によっては, 名筆の鑑賞では興味関心をもつこ とが出来ない場合がある。 そ

の場合, 2 年時と同様に (図 4~ 6) 生徒が興味を持つことが出来るような題材を用いて指導
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者が作品を制作する必要がある。 名筆を鑑賞させて 「どのよ う に感 じるか」 「どのよ うな雰

囲気だと思うか」 などの発問を行い , ワークシート等を用いて記入させる。 続いて , なぜそ

のよ うに感じたのか, 2 つの作品はどこが異なるのか, とい う疑問を掲げた上で多様な表現

の説明に移る。授業者が書作した, 同じ言葉を異なる表現で書作した作品を数種類順々に黒

板に掲示していき , 発問を交えながら各々の表現方法にどのよ うな効果があるかとい う こ

と を説明する。発問の例は 「墨を薄く してみると , ベースの作品と比べてどんな雰囲気に変

わったかな ? 」 「渇筆が多いと , どんな風に感 じるかな ? 逆に墨がたっぶり入っていると ど

うい う違いがあるかな ? 」 などである。 そしてその後, 残りの時間で実際に表現方法を試さ

せる。淡墨は墨の扱い方が難しいが, まずは一度触れさせてみるこ とが大切である。楽しい , 

悲しい , 寂しい , 力強い , 優しいなど, 自分でテーマを考えて表現方法を試してみるよ うに

指示する。 

< 第 2 時限 一それぞれの表現 ・ 相互鑑賞一 > (資料 3- 2)

第 2 時では前時の復習も兼ねて , 前時のワークシー ト を見ながら再度様々な表現方法を

試させる。 10分程度で切り上げて, 生徒を 5 人前後のグループに分けて指導者または生徒

が提示したお題に沿って書作をさせる。 この時, お題は漢字→平仮名→漢字仮名交じり文と

段階を分けるようにする必要がある。 まずは漢字・ 平仮名のみの短い言葉のお題で書作し ,

“表現する” とい う行為に慣れさせてから漢字仮名交じり文に入る, という指導をする。お

題の例と しては, 以下のよ うなものがある。

漢字 一犬, 雨, 風, 夏 平仮名 一ねこ , さ く ら , ふゆ

漢宇仮名交じり 一雨が降っている, ねこが鳴く

今回実践を行った授業 (資料 1) では相互鑑賞の時間がなかったため, お題ごとにグループ

内で相互鑑賞を行い, 同じお題でも個々によって表現が異なること を理解させる。 2 年時に

漢字仮名交じりの書の基礎を中心と して学び, 3 年時により多様な表現を学び自身の表現の

幅を広げて , 自身とは異なる他者の表現も理解出来るよ うになるこ とが望ま しい。またここ

の展開では, 指導者側は生徒が “表現する楽しさ” を味わうこ とが出来るよ うな雰囲気作り

を心がける。 そのために , 生徒一人一人の表現を “尊重” “評価” する必要がある。 

< 第 3 時限 - 自分の中のイ メージを書で表現する一 > (資料 3- 3)

第 3 時では, 書道の授業の中に音楽を取り入れたいと考えた。使用する曲は中島みゆきの

『糸』 という曲で, この曲を選択した理由は 2 つある。 1 つは聴き取りやすさで, ゆっ く り

と した曲調のため歌詞が非常に聴き取りやすい。 も う 1 つは, 選択した私自身が非常にこの

曲が好きであり , 生徒にもこの曲の存在を知つてもらいたいとい う思いからである。曲を聴
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いている最中に書きたいと思う箇所があれば, 配布する歌詞のプリ ン トにその都度チェ ッ

クを入れるように指示する。 ここで, 集中して曲を聴かせるために, 聴いている間は周囲と

雑談をしないように厳しく 注意を促す。 どれだけ生徒を曲に集中させるこ とが出来るかに

よって , 本時の授業が成り立つかどうかが決まる。

曲を流し終えたら , 歌詞の中から書きたい箇所を選択し, 曲を聴いて感じたことや自身の

気持ちを元に , 作品の雰囲気を決めさせる。

例) あたたかい 力強い 悲しい, 寂しい 一など

書作する作品のサイ ズは半紙で, 縦と横は自由, 書く 歌詞の長さに制限は設けないものとす

る。 ただし全文, 漢字 1 文字, 平仮名 1 文字は避けさせる。 ここで, 書きたい箇所が複数あ

る場合は, 無理に一つに絞らせる必要はない, 複数の素材を用いて表現を試みることで, “個

性豊かな表現” の多様化が期待できる。 しかし , 最終的に提出する作品は一つだけであると

い う こと を伝えておく 必要がある。続いて書作に移る。イ メ ージ通りにいかず悩んでいる生

徒には, 墨の濃淡や潤渇, 筆運びや構成, 字形など様々な面からア ドバイスを行う。この時, 

あく まで “ア ドバイ ス ・ 助言” に留めるこ とが重要で , 「このよ うに書きま しよう」 とい う

指導は, 生徒の自己表現の幅を狭めて しま う恐れがあるので注意する。 

続く第 4 時限からは, 今回の実践と同様に自由課題での創作活動 (資料 1- 4, 5, 6) を行う。 

多様な表現について学び, 相互鑑賞も実施していることから , 2 年時より も表現の幅が広が

り , より一層個々の表現で書作された作品になるこ とが期待できる。 

第 3 章 書道教育における漢字仮名交じりの書の重要性

高等学校における授業の実践, そ して実践の考察を経て, 漢字仮名交じり の書がこれから

の書道教育において非常に重要な存在となるのではないかとい うこ と を改めて実感した。 

近年ますます機器の発展や情報化が進み, 書道に携わることのない人が学校の授業以外で

筆を手に取る機会はほとんど無い。それどころか, 近頃は大学の講義でノー ト をと る際にパ

ソコンを用いている学生も珍しく ないとい う状況になっていたり , 大学だけでなく 高等学

校や中学校, 小学校でも黒板に書く のではなく プロジェク ターを使用して授業を行うとい

う学校が増えてきていたり と , “書く ” とい う行為そのものから離れつつあるのである。 生

活する上で必要不可欠であった “書く ” とい う行為のハー ドルが, だんだんと上がってきて

しまっているように感じる。 “書き離れ” が進む現代で , “書く ” とい う行為を主と してる書
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道はどのような立場にいるのであろうか。 特に他者とのやり と りがメールや LINEが中心と

なっている高校生にとって , “書かなければならない” 書道の授業は面倒臭いと感じる存在

であるかも しれない。 そのため, ただ漢文を書く , ただ和歌を書く , とい う授業が中心では

高校生に興味を持たせるこ とは非常に難しい。そこで, 漢字仮名交じりの書の学習において

書道の “自由” に触れ, 馴染みのある題材であることから書ける書けないに関わらず “楽し

い” と感じ, 自身で題材を選択することにより題材への愛着や思い入れが生まれ, そこから

自然と書作に対する向上心が芽生える。 漢字仮名交じりの書の学習は書道教育において,

“書く ” こ とのハー ドルを下げ, 書道に楽しさ を見出すことができる重要な役割を担ってい

るのではないだろ うか。 中学校での書写を経て , 書く こ とが苦手な生徒は “堅い” “言われ

た通りに書かなければならず, 自由がない” とい うイ メ ージを持つたまま高校書道に臨んで

しま う恐れがある。 そのよ うな生徒の “書く ” こ とに対する苦手意識を無く し , 書道= 自由

がない, 堅いというイメージを払拭するためにも , 漢字仮名交じりの書の単元を書道 I の教

科書の先頭に持つてく るということを提案したい。これは漢字の書の学習で, 初めから苦手

だという意識で取り組むより も , 一度漢字仮名交じりの書を学習して “書く ” ことへの抵抗

感が薄れた状態で漢字や仮名の学習に取り組む方が, より質の高い学習になるのではない

かとい う考えからである。 

おわりに

今回実践を行ったのは 2 年生であるが, 1 年時にほとんど漢字仮名交じりの書について学

んでいなかったため, 漢字仮名交じりの書については “無” の状態であったと言える。 1 年

生から 2 年生の 1 学期にかけて漢字の書を中心に学習してきている生徒にとって, 今回漢

字仮名交じりの書に触れ, 多少なりと も書道の学びの中で “自由” に触れたことが良い方向

に作用していく のではないだろうか。今後の書道に対する見方や意識, 取り組み方に少しで

も変化が現れるこ と を望みたい。

また, これは漢字仮名交じりの書の単元に限らず書道の授業全体に関わる問題であるが, 

近頃高校で授業を行っていて 「書道の授業はやはり少人数制で行うことが望ましい」 という

こ と を実感している。 少人数の方が指導がしやすいという理由もあるが, 最も大きな理由

は, 生徒にとって良い効果があるというこ とである。少人数であれば生徒も授業に集中しや

すく , また 40人クラスなどの時より も多く 指導を受けるこ とができ , その分技能面での上

達が期待できる。 その結果 , 書道への苦手意識がある生徒はその意識を薄れさせることがで

き , 「もっ と上手に書きたい」 とい う意欲が生まれ, 生徒自身の成長へと繁がるのではない

だろ うか。 これは今回実践を行った大阪府立長尾高等学校において放課後に授業の補習を
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行った際, 普段の授業では全く集中せず終始周囲と雑談をしていて授業の終わり に 1 枚か 2 

枚だけ書いて提出していた生徒数名が, 少人数の補習では繰り返し指導を行っていたと こ

ろ , 徐々に集中して取り組み始め, 自ら進んで 「どこ を直したらいい ? 」 と聞く など普段よ

り も格段に意欲的になっていたこ とから感じたこ とである。 学校によって実施時間や人数

は異なるが, 生徒にとっても指導する側にとっても , 今回提示した少人数制の授業などのよ

うに, より良い学習の効果を得ることができる授業形態になってゆく こ と を期待したい。 

最後に, 本論を執筆するにあたって必要不可欠であった授業実践の実施や, アンケートに

協力をしていただいた大阪府立長尾高等学校の書道 I I 選択者に感謝の意を表し, 結びの言

葉とする。 
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芸術科書道 I I 学習指導案

資料 1-1 

指導者 齋藤尚子

1. 日 時 平成 27年 10月 28 日~ 12月 18 日
2. 場 所 大阪府立長尾高等学校 書道実習室

3. 対象学年 第 2 学年 書道選択者 114 名 (3 クラス展開)

4. 単 元 名 「 漢字仮名交じりの書 」

5. 単元の目標

・ 漢字仮名交じりの書における表現の違いやその効果を理解し , 自身の表現の能力を養う。

・ 自分の考えや思いを, 書を通して表現することが出来る ( 自己表現力)。

6. 単元の設定理由

漢字仮名交じりの書は, 書写能力より も自己表現 ・ 創造性を重視した単元である。 漢字

の学習などを経て, 書道は 「整った美しい字を書かなければならない」 と思っている生徒の

意識” や “書道への見方” を変える良い機会となるよ うに本単元を設定した。 自由に読

み書きでき , 身近で親しみやすい題材であるとこ ろから , 生活に即して書表現を楽しむこ

とが期待できる。 また, 漢字と仮名の調和を図りながら , 漢字仮名交じり文とい う日常的

なものを素材にして自分自身の考えや思いを素直に表現することで, 生徒の性情が表され, 

“個の表現” へとつながる指導が可能であると考える。 

7. 単元の評価規準

書への関心・ 意欲・ 態度 書表現の構想と工夫 創造的な書表現の技能 鑑賞の能力 

【関】 漢字仮名交じり 

の書の創造的活動の喜 

びを味わい, 書の伝統と 

文化に関心をもって , 主 

体的に表現や鑑賞の創 

造的活動に取り組も う 

とする。 

【工】 漢字仮名交じ 

りの書の良さや , 美 

し さ を感 じ取り , 感 

性を働かせながら , 

自らの意図に基づい 

て構想 し , 表現を工 

夫している。 

【創】 創造的な書表現 

をするために, 漢字仮 

名交じりの書の基礎的 

な能力を生かし , 効果 

的な表現の技能を身に 

付け表そ う と してい 

る。 

【鑑】 日常生活 

の書の効用, 文字 

及び書の伝統と 

文化について幅 

広く理解し, 書の 

良 さや美 し さ を 

創造的に味わっ 

ている。 

8. 評価の手立て (A から Cの 3 段階評価) 

A c 

【関】 

・ 進んで発言するなど授業に 

意欲的で, 積極的に漢字仮名 

交 じ りの書の表現技法を理 

解し習得しよ う と している。 

・ 漢字仮名交じりの書に関心をもたず, 授 

業に消極的である。 

→ 指名して発言させるなどして , 関心をも 

っ こ とが出来るよ う工夫する。 
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【工】 

・ 自 らの意図に基づいて構想 

し , 表現を工夫することが出 

来ている。 

・ 漢宇仮名交じりの書におけ 

る基礎的な能力が身に付い 

ている。 

・ 自 らの意図に基づく構想が出来ず, 表現 

の工夫を試みていない。 

→ 指導者自身の作品を例と して鑑賞させ, 

自らの意図に基づいて構想する方法を 

よりわかり易く し , 取り組みやすいよう 

に指導する。 

【創】 

・ 漢字仮名交じりの書におけ 

る基礎的な能力を身に付け 

た上で, より効果的な書表現 

を用いて発展的な創作活動 

を行っている。 

・ 基礎的な能力が身に付いておらず, 創造 

的活動に取り組むことが出来ていない。 

→ 筆を持ち一緒に書く , 生徒の筆で実際に 

書いて見せるなどして表現方法をより 

わかり易 く し , 基礎的な能力を身に付け 

させる。 

【鑑】 

・ 相互鑑賞に意欲的に取り組 

み 「個の表現」 の多様さを理 

解 , その良さ を味わっ た上 

で, 自身の創作活動に生かし 

ている。 

・ 鑑賞活動に消極的で , 「個の表現」 の多 

様さや良さを理解しよ う と していない。 

→ 相互鑑賞の作品における表現にどのよ 

うな効果があるかを説明し , 同じ素材で 

も表現方法によって与える印象が異な 

るこ と を理解させ, 関心をもたせる。 

9. 単元の指導と評価の計画 (全 5 時間) 

学習内容 評価規準 【観点】 

第 1 時 

・ 漢字仮名交じりの書について 

・ 書風の違い, 効果について 

・ 『風が吹いている』 

楷書, 自由の二種類書作する 

・ 漢字仮名交じりの書, 書風の違いとその効 

果について学び, 関心をもっている。 【関】 

・ 『風が吹いている』 の自由書作において, 

自らの意図に基づいて構想し, 表現を工夫 

しよ う と している。 【工】 

第 2 時 

・ 『少年よ大志を抱け』 

楷書, 行書, 北魏風の三種類 

を書作する 

・ 題材に関心をもち、主体的に取り組んでい 

る。 【関】 

・ 三種類の書風において , “書き分ける” こ 

と を意識して書作している。 【関】 

第 3時 

・ 創作課題① 

題材決め → ワークシート記入 

→ 集字 → 草稿作成 

・ 創作活動に主体的に取り組んでいる。【関】 

・ 自らの意図に基づいて構想し , 表現を工夫し 

よ う と している。 【工】 
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資料 1-1 

第 4 時 

・ 創作課題② 

前時の続き → 草稿をもとに書 

作 

・ 創作活動に主体的に取り組んでいる。 【関】 

・ 自らの意図に基づいて構想し , 表現を工夫し 

よう と している。 【工】 

第 5 時 
・ 創作課題③まとめ 

・ アンケー トの記入 

・ 創作活動に主体的に取り組んでいる。 【関】 

・ 自らの意図に基づいて構想し , 表現を工夫し 

よ う と している。 【工】 

・ 第 1 時, 第 2 時で学習・ 習得した漢字仮名 

交じりの書における基礎的な能力を生か 

し , 効果的な表現を試みている。 【創】 
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資料 1 -2 (第 1 時限) 

【本時の目標】

・ 漢宇仮名交じりの書について学び, 理解する。

・ 表現が異なるこ とによって与える印象が変わるこ と を理解する。

・ 自分がイ メージする “風” を表現する。 

0指導内容 ◇指導内容 ・ 指導上の留意点 

入

分 

導

5 

・挨拶 

・ 準備 

・ 本時の説明を聞き , 何につい 

て学ぶのかを理解する。 

・挨拶, 出欠確認を行う。 

・ 本時で学習する単元について説明する。 

展開 

35 分 

0 漢字仮名交じ りの書とその 

特徴について学び, 理解する 

(5~ 10分) 

0作品例 ③を見て , それそ 

れの書風の違いを発見し , その 

効果を理解する (5~ 10分) 

・ 板書された内容のノート をと るよ うに指示。 

◇漢字仮名交じりの書と , その特徴について説 

明する 

・ 漢字と仮名 (ひらがな、 カタカナ) が交ざつ 

た文章や言葉を書いたものであり , 近年ではロ

ーマ字や数字が含まれているものも多い。 

例) 詩, 歌詞, 短歌, 俳句, 言葉 

国 同じ言葉 ・ 文章でも , 

表現方法によって与える印象が変わる 

※表現方法一 書風だけでなく , 字形や空間の取 

り方, 墨の濃さ , 全体成なども含まれる。 

◇ 「海賊王に俺はなる」 という言葉を模造紙に 

書いたものを三種類黒板に掲示する 

①楷書で書いたもの (ベースになる) 

②行書で, ①よりも線を細< 書いたもの 

③北魏の楷書を意識して書いたもの 

・ 最初にベースとなる作品①を掲示し , 書かれ 

ている言葉で作品に注意をひきつける。 
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0 「風が吹いている」 を二種類

書作する (20分) 

資料 1-2 (第 1 時限) 

・次に作品②を掲示 し , どのよ うな印象を受け

るか質問する。 その後, ①との表現方法の違い

(書風・ 線の太細・ 運筆の速度) を列挙し , そ

の効果を説明する。

・ 最後に作品③を掲示し, ②と同様の質問、説

明を行う。

・ ②と③の印象を質問する際, 一人だけでなく

三人以上の生徒に質問を行い , 様々な意見が出

るこ とが望ま しい。 

・ 半紙を 6 枚配布する

◇ 「風が吹いている」 を二種類書作させる

a 楷書で行書きしたべ一 シックなもの

(模造紙に書作したものを黒板に掲示)

b 書風, 構成, 紙の縦横など文章以外自由 

aは黒板に掲示した手本通りに書く よ うに指

示する。

・ bは書風や構成, 字粒, 半紙の縦横等, 文章

以外すべてを自由と し , 特に決まりは設けない

ものとする。

・ bは 「風が吹いている」 という文章から, 自

身が頭に思い浮かべる “風” をそのまま表現

するよ うに指示する。

・ 下記は一例であり , 生徒の感性を尊重するよ

うに心がけ , 指導者側の意見を押し付けないよ

うに注意する。 

例) そよ風 →

強 風 →
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・行書風で流れるように

・ 線を細く ゆらゆらと揺らす 

楷書で力強く , 線を太く

線の太細はあまり変えず, 起

筆や収筆の際に鋒先をきかせ

ピリ ッと した雰囲気に



( 

( 

資料 1 -2 (第 1 時限) 

嵐 → ・ 紙面からはみ出す程大き く 

・ 渇筆を多く する 

< 机間巡視> 

・ 風に対するイ メ ージは固まっているがどの 

よ うに表現すればよいか悩んでいる生徒には, 

ア ドバイ スの範囲に留めつつ表現方法につい 

て助言をする。 

0 「こ うい う表現の仕方もあるよ」 

「~ とい う風に書いてみてもいいかも し 

れないね」 

x 「こ うい う表現をしま しよう」 

「~ とい う風に書こ う , 書きま しよう」 

まとめ 

10分 

0作品提出 

・ 提出する際, 作品の裏に鉛筆 

またはシヤーペンで名前, 組, 

番号を記入する。 

・ 片付け 

・ 挨拶 

◇作品を提出させる 

・ 提出する作品を ab から一枚ずつ選ばせて, 

裏に鉛筆またはシヤーペンで組, 番号, 名前を 

記入し , 提出させる。 

・ bの作品には, 自身がどのよ うな風をイ メ ー

ジしたのかということ も記入するように指示。 

・ 作品選びに困っている生徒の補助をする。 

・ 次々回の授業で創作を行うため, 各自題材を 

考えておく よ うに伝える。 

・ 挨拶 
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資料 1 -3 (第 2 時限) 

【本時の目標】

・ 前時で学習した表現方法の違いとその効果について , 実践を通して理解を深める。

・ 三種類の書風に挑戦し , “書き分ける” こ と を学ぶ。 

0学習内容 ◇指導内容 ・ 指導上の留意点 

入

分 

導

5 

・ 挨拶 

・ 準備 

・ 前時の学習内容を振り返 

り , 本時の学習内容について 

理解する 

・挨拶, 出欠確認を行う。 

・ 本時の学習内容について説明する。 

展開 

30分 

0 三種類の手本についての説 

明を聞いて特徴を理解し , 書 

作する際のポイン トを学ぶ 

(5~ 10分) 

◇①②③の三種類を書作する 

(20~ 25 分) 

0本時で書作する三種類の手本を配布 し , それ 

そ'れの作品について説明する 

『少年よ大志を抱け』 

①楷書 (ベースとなるもの) 

②行書 (少し連綿を入れる) 

③北魏風 (線を太< , 力強< ) 

・ 前時の 「海賊王に俺はなる」 で学習した, 三 

種類の表現方法とその効果について振り返る。 

・ ①一ベースとなる作品なので , 起筆や収筆 , 

止め払いなど細部まで意識 して書く よ うに指 

示する。 

②一①より も次の字への流れを意識 し , 連綿 

などにも注意して書く よ うに指示する。 

③一①②より も線を太く , 力強く 書き , 起筆 

と収筆の筆遣いにも注目して書く よ うに指示 

する。 

・ 半紙を 9 枚配布する。 

◇①②③の三種類を書作させる 

・ 半紙を, どの作品に何枚使用するかは自由と 

する。 例) ①に二枚, ②に三枚, ③に四枚 
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資料 1 -3 (第 2 時限) 

・半紙は 9 枚配布しているが, 足りない生徒に 

は追加で渡す。また, 生徒によって書く速度が 

異なるため, 無理に時間内に 9 枚すへてを使用 

させる必要はない。 

※ただし , 上記の旨を事前に生徒に伝えて しま 

う と 「何枚か書けば終わってもいい」 と解釈さ 

れる恐れがあるため, 伝えるこ とはせず時間い 

っぱいは書く よ うに指示するこ とが望ましい。 

・ 三種類の書風の書作する際のポイ ン ト をき 

ちんとおさえ, “書き分ける” こ と を意識する 

よ うに伝える。 

< 机間巡視> 

・ ①と②③の違いを上手く 表現できていない 

生徒には, ②③の特徴などを再度口頭で説明す 

る。 口頭では理解しづらい生徒の場合, 指導者 

が実際に筆で書いて見せる , 生徒の手を持って 

一緒に書く などの方法をと る。 

・ 一つの書体に集中し過ぎて, 時間内に他の書 

体を書く こ とが出来なく なる生徒がいるこ と 

が予想されるため, 時折注意を促す必要があ 

る。 

例) 「あと 0 0分なので, まだ一つ目の人は一 

旦切り上げて次の作品を書きま しよう」 

0 作品を三種類一 枚ずつ選 

び, 提出する 

・ 提出する際, 作品の裏に鉛 

筆またはシヤーペンで名前, 

組, 番号を記入する。 

◇作品を提出させる 

・ 作品を三種類の中から一枚ずつ選ばせて, 裏 

に鉛筆またはシヤーペンで組, 番号, 名前を記 

入し提出させる。 

・ 作品選びに困っている生徒がいれば, 補助す 

る。 
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0次回の授業内容を聞き , 創

作の題材についての決まりを

ノ ー トに書いておく 

・ 片付け 

挨拶

資料 1 -3 (第 2 時限) 

◇次回の授業内容について説明する

・ 漢字仮名交じりの書の第一時で予告してい

た創作について , 次回までに各自題材を考えて

く るよ うに伝える。

・ 題材についての決まりは以下の五点と して

板書し, ノー トに書いておく よ うに指示する。 

①漢字と仮名 (ひらがな又はカタカナ) が最

低でも一文字ずつは含まれていること

②文字数は五文字以上 ・ 

③詩集, ことわざ, 漫画, 歌詞など出典は自

由とする ( 自作の言葉でも良い)

④題材の内容は基本的には自由であるが, た

だし, 人を傷つける言葉や差別的な内容の

ものは避ける

⑤授業中携帯電話を使用することは出来な

いので, パソコンや携帯電話で調へた場合

は, ノー トや紙にメモ をして く るこ と

(※) ⑤の決まりについては, メ モ等を忘れて

携帯を使用したいとい う生徒が出るこ とが予

想されるため, 特に注意をするよ うに促す。 

・挨拶
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【本時の目標】

・ 創作の流れを理解し , 創作活動に意欲的に取り組む。 

資料 1 -4 (第 3 時限) 

0学習内容 ◇指導内容 ・ 指導上の留意点 

入

分 

導

5 

・ 挨拶 

・ 本時の説明を聞き , 創作に必 

要な物 (題材が載っている本, 

メモやノート ) を準備する。 

・挨拶, 出欠確認を行う。 

・ 本時で学習する内容について説明する。 

・ 本時から取り組み始める創作課題ついて, 先 

週指示 した通り題材を選んできたかどうかを 

確認する。 

展開 

40分 

0 創作の流れについて説明を 

聞き , 理解する (10分) 

・ ワークシー ト と集字プリ ン ト を配布し , 名 

前, 組, 番号を記入させる。 

◇創作課題の取り組み方について説明する 

①題材を決定し , ワークシートに記入する 

②なぜその題材を選んだか, 理由を記入する 

③作品をどのよ うな雰囲気にしたいか考え 

記入する 

④字書を用いて集宇する (漢字のみ) 

⑤鉛筆 ・ シヤーペンを用いて草稿を書く 

(構成 ・ 文字の大小 ・ 文字の配置など) 

・ 生徒によって進度が異なるため, 一度全体に 

創作の流れを説明し , 黒板に板書しておく 。 

→次に何をすればよいか分からなく なった際, 

黒板を見ることで思い出すことができる。 

・ ①の題材が見つからなかった, または考えて 

きていない生徒がいることが予想されるため, 

指導者がい く つか題材をピツクア ツプ しプリ

ン トに して準備 してお く こ とが望ま しい。 ま 

た, 題材は可能な限りバラエティーに富んだも 

のにするよ うに心がける。 
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集字のポイ ント

自身が表現したい雰囲気に近

い字を選ぶ。

・ 可能な限り , 書風は揃える。 

・ 集字プリ ントに記入する際,

線で書く のではなく字典の

通りに肉付けをする。 

0創作課題に取り組む (30分) 

題材決め

↓

ワークシートの記入

↓

集字 (漢字のみ)

↓

草稿作成

資料 1-4 (第 3 時限) 

例) こ とわざ, 名言, 漫画の中の台詞, 歌詞, 

俳句など

・ ①で、 落款の書き方についても触れておく 。

詩→0 0の詩 名言、 台詞→ 0 0の言葉

歌詞→ 0 0 の詞 短歌→ 0 0 のうた

俳句→ 0 0 の句 本、小説の文→ 0 0 より

③については, 可能であれば具体的 (力強い

線で強い雰囲気に, 全体的にこ じんまり と して

寂しい雰囲気, など) に記入することが望まし

いが, 言葉と して思いつかない場合は抽象的な

表現でもよいこ と を伝える。

・ ④の集字については, 一学期のう ちわ創作の

際に一度集字の方法を学んでいるため, 説明は

省略する。 (ただし , 覚えていない生徒が多い

場合は簡潔に説明する) 

・⑤の草稿は, ワークシートにスペースが二つ

あるが特に制限はなく , 使用するのは一つでも

よい。また, 二つ以上書く 場合はワークシート

の裏に書く よ うに指示する。 

◇各自, 創作課題に取り組むよ うに指示をする 

題材のプリ ン トが必要な生徒には, 5 分ほど

経ってから希望者にだけ渡すようにする。 ( 自

分で言葉を選ぶ, 考えること も大切なので, 最

初からプリ ン ト を渡して しま う と考える力が

育たない。) 

- 51 - 



( 

( 

資料 1 -4 (第 3 時限) 

・集字の作業に入る生徒は, 各 

自で字典を取りに行く 

構成について 

・ 作品の構成について, 書き手以外の人が “読 

める” こ と を条件に基本的には自由とする。 

・ 参考例と して教科書に掲載されている作品 

例や, 指導者が書作した作品を黒板に貼るよう 

にする。 掲示する参考例は, 本時の創作課題と 

同 じ半紙サイ ズが望ま しい。 

※本時では授業用に制作した作品六点と , 以前 

制作し折帖形式で残していた作品の計七点を 

掲示 ・ 展示。 

< 机間巡視> 

・ 旧宇表記などで , 集字をしていて見つからな 

い字がある生徒は補助をする。全員に貸し出し 

ている字典 (五體字類 / 西東文房) には載って 

いない字もあるため, その場合は別の字典 (本 

時では書道字典 / 角川) を貸し出す。 

まとめ 

5分 

0 ワークシー トを提出する 

・ 組, 番号, 名前を記入してい 

るか再度確認する。 

・ ワークシー トは自己判断で持 

ち帰り , 次回までに活動を進め 

ておいてもよい。 

・ 挨拶 

◇ワークシー トと集字プリ ン トを提出させる 

・ 組, 番号, 名前の記入を再度確認させる。 

・ 次回の授業時には草稿まで仕上げて書作に 

入らなければならないため, 進みの遅い生徒は 

自己判断でワークシー ト を持ち帰ってもよい 

こ と を伝える。ただし, 持ち帰る場合は次回忘 

れずに持つて く るよ うに注意をする。 

・ 挨拶 
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【本時の目標】

・ 草稿に固執せず, 様々な表現を試みる。

・ 自分が表現したいものに近づけるよ うに努力する。 

資料 1 -5 (第 4 時限) 

0学習内容 ◇指導内容 ・ 指導上の留意点 

入

分 

導

5 

・挨拶 

・ 本時の説明を聞き , 何につ 

いて学ぶのかを理解する。 

・挨拶, 出欠確認を行う。 

・ 前時の振り返りを行い, 本時で学習する内容 

について説明する。 

展開 

35 分 

0前時の続きから創作活動 

を行う (15 分 / 平均的なス

ピー ドの生徒) 

・ 集字の字典が必要な場合 

は各自で取りに行く 。 

・ 草稿まで書き終えたら前 

に見せに行き , OK が出てか 

ら墨液や筆の準備をする。 

・ ワーク シー ト を返却する。 

◇前時に引き続いて , 創作活動を行わせる 

・ それぞれ続きから始めるよ うに指示 し, 参考 

作品などは前時と同様に前に掲示または展示 

しておく 。 

・ 次の時間で作品を仕上げなければならないた 

め, すべての生徒が本時の間に書作に入ること 

が望ま しい。 そのため, 進みの遅い生徒には声 

をかけるなどの配慮が必要である。 

・ ワークシー トが出来上がった (最後の感想の 

部分は除く ) 生徒は, 前に見せに来るように指 

示する。 

・ ワーク シー ト をチェ ック し , 草稿の落款など 

の部分に不備があれば指摘して訂正させる。 こ 

の時 , あまりに乱雑なもの (走り書き、集字が 

きちんと出来ていないなど) はやり直しをさせ 

る必要がある。 

・ ワーク シー トが完成して OK を出した生徒に 

は, 書作の準備をするよ うに指示する。 
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資料 1 -5 (第 4 時限) 

0草稿をもとに書作する 

(20 分 / 平均的なスピー ド

の生徒) 

・ 草稿に固執せず, 様々な表 

現を試す。 

・ 書作に行き詰まった場合 

は, 前に見せに来て指導を 

受ける。 

◇草稿をもとに書作させる 

・ 生徒によって取り組み始める時間が異なるた 

め, 半紙は枚数を決めず自由に取る形にする。 

・ 一度草稿通りに書作してみて, 他の案が思い 

浮かんだ場合はそちら も試 してみるよ うに指 

示する。 - つの表現に固執するのではなく 様々 
な表現に取り組み, 自身が表現したいものによ 

り近づけるこ とが大切である。 

・ 一度書作して見せに来た生徒には, 生徒の意 

向 (作品をどのよ うな雰囲気にしたいかなど) 

を確認してから指導を行う。 

・ 指導を行う際は “個の表現” を伸ばすために 

生徒の意向を尊重するこ と を心がけて , 極力 

“添削” ではな く “提案” とい う形をと るこ 

とが望ま しい。 

例) 「こ うい う表現があるよ」 

「文宇の大きさを~ にしてみたらどうだろ う」 

まとめ 

10分 

0 作品とワーク シー ト を提 

出する 

・ 作品を一枚選び, 作品の裏 

に鉛筆またはシヤー ペンで 

組, 番号, 名前を記入して提 

出する。 

・ 挨拶 

◇作品とワークシー トを提出させる 

・ 作品を一枚選び, 作品の裏に鉛筆またはシヤ 

ーペンで組, 番号, 名前を記入して提出させる。 

・ 提出する作品は “よ く 書けた” ものではな 

く , “こ うい う表現にしたい” とい う ものを選 

ぶよ うに指示する。 

※提出された作品とワークシート をもとに, 指 

導者が参考作品を書く ため 

・ 次回で作品を仕上げるこ と を伝えておく 。 

・ 挨拶 
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資料 1 -6 (第 5 時限) 

【本時の目標】

・ 自分が表現したいものにより近づけるよ うに努力する。

・ ワークシートの記入で自身の創作活動について振り返り , 分析する。 

0学習内容 ◇指導内容 ・ 指導上の留意点 

入

分 

導

5 

・ 挨拶 

・ 準備 

・ 本時の説明を聞き , 何につい 

て学ぶのかを理解する。 

・挨拶, 出欠確認を行う。 

・ 本時で学習する内容ついて説明する。 

展開 

30分 

0手本を参考にして書作し , 作 

品を仕上げる (25~ 30分) 

・ ワークシー ト を返却, 参考作品を配付する。 

・ 半紙を 7 枚ずつ配布する。 

◇書作に入り , 本時で作品を仕上げさせる 

・ 指導者が書作した参考作品は, 必ずしもその 

通りに書かなければならないとい う こ とはな 

い。手本ではなく一つの作例と して捉えるよう 

に伝える。 

・ 作品の文字数に個人差があるため, 配布した 

半紙をすべて使用する必要はないこ と を伝え 

ておく 。また, 足りない生徒には追加で渡すよ 

うにする。 

・ 落款までが作品であり , 落款で失敗して しま 

う こ と もあるため, 最後まで気を抜かないよ う 

に注意をする。 

< 机間巡視> 

・ 表現方法は定まっているが自分の思うよ う 

に書作できていない生徒には筆遣い, 運筆, 墨 

の潤滑, 字形などについてア ドバイ スをする。 

口頭での説明で不十分な場合は, 指導者が実際 

に書いているとこ ろを見せる , 一緒に筆を持つ 

て書かせるなどの指導方法をと る必要がある。 
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資料 1 -6 (第 5 時限) 

0 ワーク シー トを完成させる 

(残り時間) 

・ 作品を書き終えたら , ワーク

シー トの最後の項目を記入す 

る。 

・ 配布 した半紙をすべて使用して書作を終え 

ている生徒には, 技法について指導を行い , 半 

紙を追加で渡して時間いっぱいはより良い作 

品の制作に励むよ う促す。 

◇ワーク シー トに感想を記入させる 

・5 分前 (授業終了 20分前) に, その時点で書 

いている作品を最後の一枚と して , 書作を終え 

るよ うに指示する。 

・ 作品を書き終えたら , ワークシー トの最後の 

項目 (工夫した点, 苦労した点, 良かったと思 

う点) を記入させる。 

まとめ 

15分 

0作品, ワークシー ト , 手本を 

提出する 

・ 作品を一枚選び, 作品の裏に 

鉛筆またはシヤーペンで組, 番 

号, 名前を記入して提出する。 

・ 片付け 

0 アンケー ト記入 

・ 挨拶 

◇作品, ワークシー ト , 手本を提出させる 

・ 作品は一枚選び, 作品の裏に鉛筆またはシヤ 

ーペンで組, 番号, 名前を記入し, 提出させる。 

・ 作品選びで悩んでいる生徒がいる場合は補 

助をする。 

◇アンケー トの記入を指示する 

・ 片付け , 作品提出が終わった生徒はアンケー

ト用紙を受け取り , アンケートの記入をするよ 

うに指示する。 

・ アンケー トは授業終了後に提出して帰るよ 

うに伝える。 

・ 挨拶 
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資料 2 

に関するアンケー ト

以下の質問に関して、 該当するものに 0 をしてく ださい。 

1. 漢字仮名交じりの書はどうでしたか?
( とても楽しかった ・ 楽しかった ・ どちらでもない

・ 楽し く なかった ・ まったく 楽し く なかった

2. 1 の回答について、 楽しかった理由、 または楽しく なかった理由を聞かせ
て く ださい。 (「楽しかった」 「楽し く ない」 「面白く ない」 などの漠然と した

言葉ではなく 、 具体的な理由を書いてく ださい。

例) 0 0 が楽しかった /面白かったから。

△△が面倒だったから。 0△ 0 なところが嫌だったから。 

3. また 「漢字仮名交じり文」 を書きたいと思いますか?
( とても思う ・ 思う ・ どちらでもない ・ 思わない ・ まったく 思わない

4. あなたは書道の中で、 どの学習が好きですか ? (複数可)
( 漢字 ・ 仮名 ・ 篆刻 ・ 漢字仮名交じりの書 ) 

5. “書道” に対してどのようなイメージを持つていますか ? 
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資料 3- 1 (第 1 時限) 

【本時の目標】

・ 漢字仮名交じりの書について学び, 理解する。

・ 多様な表現に触れその技法と効果を理解し , 基礎的な能力を養う。 

0学習内容 ◇指導内容 ・ 指導上の留意点 

入

分 

導

5 

・挨拶 

・ 本時の説明を聞き , 授業の流れ 

を理解する。 

・挨拶, 出席確認 

・ 本時の学習内容を説明する。 

展開 

30分 

0漢字仮名交じりの書, 著作権 

について学ぶ (5~ 10分) 

・ 概要の振り返り 

・ 著作権について 

0名筆 ( または指導者が制作し 

た作品) を鑑賞する (5分) 

・ ワークシー ト を配布し , 説明を聞きな 

がら空欄を埋めてい く よ うに指示す 

る。 

◇漢字仮名交じりの書について説明する 

・2 年時に学習した内容を振り返り , 漢字仮 

名交じりの書の概要について再度簡単に 

説明を行う。 

・2 年時では触れていなかった “著作権” に 

ついて説明をする。 

◇名筆の鑑賞を行い表現の多様さを伝える 

・ 鑑賞させる名筆は, 出来る限り表現方法 

(墨の濃さや書風, 構成など) の異なるも 

のを複数準備する。 

・ 名筆は教科書に載っているものだけでな 

く , 指導者自身が 「面白い」 「紹介したい」 

と感じた作品を用いることが望ましい。 

(→より深い説明をすることが出来る) 

・ 生徒の状態によっては, 名筆鑑賞では興 

味関心をもつこ とが出来ない場合があ 

る。その場合, 2 年時と同様に生徒が興味 

を持つことが出来るよ うな題材を用いて 

指導者が作品を制作する必要がある。 
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資料 3- 1 (第 1 時限) 

0 多様な表現の技法とその効果 

について学ぶ (15分) 

・ ワーク シー トの表の部分に , 

それぞれの表現方法で期待で 

きる効果を書き込む。 

0 実際に様々な表現技法を試し 

てみる (10分) 

◇多様な表現について説明する 

・ 授業者が書作した作品 (同じ言葉を異な 

る表現で書作したもの) を数種類黒板に 

掲示 していき , 発問を交えながら各々の 

表現方法にどのよ うな効果があるかとい 

う こ と を説明する。 (欄外の表を参照) 

例) 「墨を薄く してみると , 元の作品と比べ 

てどんな雰囲気になったかな ? 」 

(※) 表は一例に過ぎない。個々によって感 

じ方や表現方法は異なるため, その都度柔 

軟に対応することが望ましい。 

・ ワーク シー トの表の部分に , それぞれの 

表現方法で期待できる効果を書き込むよ 

うに指示をする。その際, 授業内で挙げら 

れた (発問で出た意見) 効果以外にも自身 

で思う ものがあれば, 併せて書き込むよ 

うに伝える。 

< 机間巡視> 

・ 淡墨は墨の扱い方が難しいが, まずは一 

度触れさせてみることが大切である。 

・ 楽しい, 悲しい, 寂しい, 力強い, 優しい 

など, 自分でテーマを考えて表現方法を 

試 してみるよ うに指示する。 

まとめ 

10分 

0 ワークシー トを提出する 

・ワークシー トが完成している 

こ と を確認 してから提出す 

る。 

・片付け 

・挨拶 

◇ワーク シー トを提出させる 

・ ワーク シー トが完成していること を確認 

させてから , 提出させる 

・挨拶 
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資料 3- 1 (第 1 時限) 

表現 期待できる効果 表現 期待できる効果 

l 

1 ・ 潤 →迫力がある 強調 
墨の潤滑 , 

l ・ 渇 →弱々しい 厳しい 
l 
l 

l ・ 角ばっている →強い 鋭い 
l 

字形 1 ・ 丸みがある →優 しい 
l 

1 柔い 可愛い 
l 
l 

l ・ 濃 →力強い 
墨の濃淡 1 

l ・ 淡 →優しい 弱々しい 
l 
l 

l 

l ・ 大 →迫力がある 賑やか 
l 

字の大小 1 強調する 
l 

l ・小 →静か 寂しい 

l 
l ・ 余白な し →力強い 賑やか 
l 

全体構成 1 ・ 大き く余白を作る 
l 

l →寂しい ゆったり 
l 

l 
I 

l ・ 遅い →ゆったり 優 しい 
運筆の遅速 l 

i ・ 速い →勢いがある 鋭い 
l 
l 
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資料 3- 2 (第 2 時限) 

【本時の目標】

・ 表現するこ との “楽しさ” を知り , 積極的に取り組む。

・ 同じ題材を用いても , 人によって表現や雰囲気が変わること を理解する。 

0学習内容 ◇指導内容 ・ 指導上の注意点 

入

分 

導

5 

・挨拶 

・ 本時の説明を聞き , 授業の流 

れを理解する。 

・挨拶, 出席確認 

・ 本時の学習内容を説明する。 

展開 

35 分 

0前時に引き続いて , 様々な表 

現技法を試してみる (10分) 

・ ワークシートで前時の学習を 

振り返りながら , 様々な表現 

に取り組んでみる。 

0 お題に沿って書作 (25 分) 

・ 5 人前後のグループを作り , 

お題に沿って書作 してグル

ープ内で作品を鑑賞し合う。 

・ 前時で提出させたワークシー ト を返却し, 

ワーク シー トで前時の学習を振り返りな 

がら様々な表現を試すよ うに促す。 

◇指導者 (または生徒) が提示したお題に沿 

って書作させる 

・ 5 人前後のグループに分けて行う。 

・ お題は漢字→平仮名→漢宇仮名交じり文と 

段階を分けるよ うにする。 

(※) 漢字・ 平仮名のみで書作し, “表現する” 

とい う行為に慣れさせてから漢宇仮名交 

じり文に入る , とい う指導をする。 

漢字一犬, 雨, 風, 夏 

平仮名一ねこ , さ く ら , ふゆ 

漢字仮名交じり一 雨が降っている, 

ねこが鳴く 

・ お題ごとにグループ内で相互鑑賞を行い, 

同 じお題でも個々によって表現が異なる 

こ と を理解させる。 
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資料 3-2 (第 2 時限) 

< 机間指導> 

・ 表現方法を考える際に迷った場合は, ワー

クシート内の表 (前時で記入したもの) を 

参考にするよ うに伝える。 

・ 指導者側は “表現する楽しさ” を味わうこ 

とが出来るよ うな雰囲気作り を心がける。 

(生徒の表現を “尊重” する必要がある。) 

まとめ 

10分 

0作品提出 

・ 提出する際, 作品の裏に鉛筆 

またはシヤーペンで名前 , 

組, 番号を記入する。 

・ 片付け 

・ 挨拶 

◇作品を提出させる 

・ 各お題につき 1 枚ずつ作品を選び, 裏に鉛 

筆またはシヤーペンで組, 番号, 名前を記 

入 し , 提出させる。 

・ 挨拶 

表現 期待できる効果 表現 期待できる効果 

l 

1 ・潤 →迫力がある 強調 
墨の潤滑 . 

1 ・ 渇 →弱々しい 厳しい 
l 

l ・ 角ばっている →強い 鋭い 
i 

字形 l ・ 丸みがある →優 しい 

1 柔い 可愛い 

1 

1 ・ 濃 →力強い 
墨の濃淡 i 

1 ・ 淡 →優しい 弱々しい 

l 

, ・ 大 →迫力がある 賑やか 
l 

宇の大小 l 強調する 
l 

1 ・ 小 →静か 寂しい 

l ・余白なし →力強い 賑やか 
l 

全体構成 l ・ 大き く余白を作る 
l 

1 →寂しい ゆったり 

l 

1 ・ 遅い →ゆったり 優しい 
運筆の遅速 , 

1 ・ 速い →勢いがある 鋭い 

l 
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資料 3-3 (第 3 時限) 

【本時の目標】

・ 前時で学習した多様な表現方法を実践する。

・ 歌を聴いて感じたことや, 歌詞に対して自身がもつイ メージを書と して表現する。 

0学習内容 ◇指導内容 ・ 指導上の留意点 

入

分 

導

5 

・ 挨拶 

・ 本時の説明を聞き , 授業の流 

れを理解する。 

・挨拶, 出欠確認 

・ 本時の授業の流れを説明する。 

展開 

35 分 

0 『糸』 (中島みゆき ) を聴く 

(5 分) 

0 ワーク シー トに記入する 

(5~ 10分) 

・ 歌詞の中から書きたい箇所を 

選択し, 歌を聴いて感じたこ 

とや自身の気持ちを元に作品 

の雰囲気を決める。 

例) ・ あたたかい ・ 力強い 

・ 悲 しい , 寂しい et c 

◇歌詞を印刷したプリ ン ト , 本時で使用する 

ワーク シー トを配布 

・ 歌詞を目で追いながら聴く よ うに促す。 

・ 歌を聴いている最中に書きたいと思う箇所 

があれば, その都度プリ ン トにチェ ック を 

入れるよ うに指示する。 

◇ 『糸』 (中島みゆき) を流す 

・ 集中して歌を聴かせるために, 聴いている 

間は周囲と雑談をしないよ うに厳 し く 注 

意を促す。 

・ 

_
ここでどれだけ, 生徒を歌に集中させるこ ーとが出来るかによって, 本時の学習 (授業) _
が成り立つかどうかが決まる。 

・ 生徒の希望があれば再度歌を流す。 

◇書く歌詞と作品の雰囲気を決め, ワーク

シー トに記入するよ うに指示する 

・ 書作する作品のサイズは半紙で, 縦と横 

は自由であるこ と を伝える。 

・ 書く 歌詞の長さに制限は設けない。 

※ただし全文, 漢字 1 文宇, 平仮名 1 文字 

は避けさせる。 
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0作品制作 (20分)

・ 表現方法に悩む場合は, 第 1

時で使用したワークシー トの

表 (表現とその効果をまとめ

たもの) を参考にしてもよ

いo

・ 落款の入れ忘れに注意する。 

資料 3-3 (第 3 時限) 

・ 書きたい箇所が複数ある場合は, 無理に

- つに絞らせる必要はない。 複数の素材
を用いて表現を試みることで, “個の表

現” の多様化が期待できる。

しかし, 最終的に提出する作品は一つだ

けであるというこ と を伝えておく 。

・ ワーク シートに歌の感想やイ メ ージ, 書

作する作品の雰囲気を記入する際, 箇条

書きまたは文章のどちらでも良いとい う

指示をする。

→文章の上手い下手ではなく , 自分の言葉

で , 感 じたままに書く こ とが大切。

・ 表現方法を考える際, ワークシートの表

(第 1 時で表現方法とその効果をまとめ

たもの) を参考にするよ うに助言する。 

・ 半紙を 6 枚配布する。 

< 机間指導>

・ イ メ ージ通りにいかない生徒には, 墨の

濃淡や潤渇, 筆運びや構成, 字形など

様々な面からア ドバイ スを行う。

※

_
あく まで “ア ドバイ ス ・ 助言” に。 

「このよ うに書きま しよう」 とい う指導

は, 生徒の自己表現の幅を狭めて しま う

恐れがある。

・ 本時までにで学習した様々な表現方法

(淡墨や濃墨, 字配りなど) を試みるよ

うに助言をする。 
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資料 3-3 (第 3 時限) 

0 ワーク シー ト記入 ・ 提出 

(5 分) 

・ 苦労した点や工夫した点, 上 

手く いった点の記入は, 出来 

るだけ詳細なものにする。 

◇ワーク シー トを記入するよ うに指示し , 

提出させる 

・ 苦労した点や工夫した点, 上手く いった 

点などを出来るだけ細かく 記入させる。 

まとめ 

10分 

0作品を提出する 

・ クラス , 番号, 名前の記入, 

落款の有無などを確認して作 

品を提出する。 

・ 片付け 

・ 挨拶 

◇作品を提出させる 

・ 提出する作品を 1 枚選び, 裏に鉛筆でクラ

ス, 番号, 名前を記入して提出させる。 

※

_
落款の書き忘れに注意。 

忘れていた場合は鉛筆ではな く 必ず筆で書 

かせる。 (落款も作品の一部であるとい う意 

識をもたせる) 

・ 書いた作品はすべてホツチキスで綴じて 

まとめ, 提出作品と一緒に提出をするよ 

うに指示をする。 

→どのよ うに試行錯誤したのかということ 

や, 成長の過程を確認するため) 

・ 挨拶 
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